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厥
有
力
者
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李
世
民

―
唐
太
宗
期
の
突
厥
羈
縻
支
配
に
つ
い
て
―

齊
　
藤
　
茂
　
雄

は
じ
め
に

　

五
五
二
年
に
北
モ
ン
ゴ
ル
（
漠
北
）
で
興
起
し
た

ト
ル
コ
系
遊
牧
国
家
、
突
厥
第
一
可
汗
国
が
唐
の
攻

撃
に
よ
っ
て
滅
亡
し
た
の
は
、
六
三
〇
年
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
最
後
の
君
主
で
あ
っ
た
頡
利
可
汗
が
唐
に

よ
っ
て
捕
縛
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
可
汗
の
系
譜
は
図

一
参
照
）。
君
主
を
失
っ
た
突
厥
の
遺
民
は
南
モ
ン
ゴ

ル
（
漠
南
）
で
唐
の
支
配
下
に
入
り
、
間
接
統
治
を

受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
王
族
阿
史
那
氏

の
中
か
ら
骨ク
ト
ゥ
ル
グ

咄
禄Q

utlu γ

と
い
う
人
物
が
反
乱
を
起

こ
し
、
突
厥
第
二
可
汗
国
（
六
八
二
～
七
四
五
年
）

を
建
国
す
る
ま
で
の
約
五
十
年
間
、
突
厥
は
唐
の
支

配
に
服
す
こ
と
と
な
る
。
突
厥
史
で
は
こ
の
唐
に
よ

【図 1 】突厥第一可汗国系図
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七
八

る
支
配
期
間
を
「
羈
縻
支
配
時
代
」（
六
三
〇
～
六
八
二
年
）
と
呼
ん
で
い

る
。

　

視
点
を
唐
に
移
す
と
、
第
一
可
汗
国
滅
亡
に
伴
う
膨
大
な
突
厥
遺
民
の
処

遇
は
唐
の
悩
み
の
た
ね
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
数
年
間
に
わ
た
る
議
論
を
行
い
、

唐
の
行
政
区
画
に
な
ぞ
ら
え
た
羈
縻
州
や
羈
縻
都
督
府
に
そ
れ
ぞ
れ
の
部
族

を
割
り
当
て
た
上
で
、
従
来
通
り
の
遊
牧
生
活
を
漠
南
の
草
原
地
域
で
営
ま

せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
唐
の
大
規
模
な
領
域
拡
大
に
、
唐
支
配
下
の
突
厥
騎

馬
軍
団
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
［
石
見

二
〇
〇
八
Ａ
、
六
八
―
六
九
頁
／
石
見
二
〇
一
〇
、
一
三
―
一
四
頁
］
か
ら

も
わ
か
る
よ
う
に
、
羈
縻
支
配
時
代
の
研
究
は
、
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
遊
牧
民

族
史
の
み
な
ら
ず
、
唐
代
史
の
中
で
も
重
要
な
研
究
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
ゆ
え
、
唐
に
よ
る
突
厥
羈
縻
支
配
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の

研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
研
究
視
角
は
大
き
く
分
け
て
次
の
二
点
に

集
約
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
一
点
目
は
蕃
将
研
究
の
一
環
と
し
て
突
厥
人
の
将
兵

を
研
究
す
る
視
点
で
あ
る
。
唐
に
帰
順
し
た
「
異
民
族
」
の
中
で
、
軍
事
力

に
優
れ
た
遊
牧
民
は
唐
の
軍
隊
中
で
重
要
な
地
位
を
果
た
す
こ
と
と
な
り
、

と
り
わ
け
将
校
ク
ラ
ス
の
首
領
層
は
「
蕃
将
」
と
し
て
活
躍
し
た
。
彼
ら
蕃

将
の
重
要
性
が
、
こ
れ
ま
で
注
目
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
分
野
で
は
、

章
群
氏
［
一
九
八
六
］
や
馬
馳
氏
［
二
〇
一
一
］
が
、
唐
一
代
を
通
じ
た
突

厥
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
蕃
将
の
関
連
制
度
を
概
観
し
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
蕃

将
と
麾
下
の
遊
牧
民
に
つ
い
て
、
唐
前
半
期
の
状
況
を
谷
口
氏
［
一
九
七
八
］

が
、
唐
後
半
期
の
ト
ル
コ
系
遊
牧
民
に
つ
い
て
山
下
氏
［
二
〇
一
一
］
が
検

討
を
加
え
て
い
る
。
両
氏
の
検
討
に
よ
れ
ば
、
基
本
的
に
遊
牧
民
出
身
の
蕃

将
は
、
前
半
期
で
も
後
半
期
で
も
麾
下
の
部
族
単
位
で
従
軍
し
て
い
た
と
い

う
。

　

次
に
二
点
目
と
し
て
、
突
厥
羈
縻
州
府
の
沿
革
が
大
き
な
論
題
と
な
っ
て

い
る
。
と
い
う
の
も
、
突
厥
に
対
し
て
置
か
れ
た
羈
縻
州
府
の
沿
革
は
、
諸

史
料
ご
と
に
矛
盾
が
多
い
た
め
、
そ
れ
ら
の
矛
盾
を
ど
う
整
合
的
に
解
釈
す

る
か
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
岩
佐

氏
［
一
九
三
六
］
の
研
究
と
、
岩
佐
氏
の
研
究
を
修
正
し
て
発
展
さ
せ
た
石

見
氏
［
一
九
九
八
、
第
Ⅰ
部
第
四
章
］
の
研
究
が
、
諸
史
料
の
矛
盾
を
最
も

整
合
的
に
解
釈
し
て
お
り
、
最
高
峰
と
言
っ
て
よ
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
羈
縻
州

府
の
沿
革
研
究
に
お
い
て
は
、
両
氏
の
研
究
を
踏
ま
え
る
こ
と
が
最
低
条
件

と
な
る（

（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
突
厥
の
羈
縻
支
配
に
対
し
て
は
多
く
の
研
究
の
積
み
重
ね

が
あ
る
が
、
い
ま
だ
問
題
点
も
残
さ
れ
て
い
る
。
従
来
の
研
究
は
唐
王
朝
に

よ
る
遊
牧
民
支
配
と
い
う
、
唐
側
か
ら
の
視
点
で
羈
縻
支
配
を
描
き
が
ち
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
唐
側
ば
か
り
に
着
目
し
て
い
た
の
で
は
、
現
地
で
展
開

し
て
い
た
遊
牧
民
の
歴
史
に
理
解
が
及
ば
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
羈
縻
支
配

時
代
も
ま
た
、
突
厥
の
歴
史
の
ひ
と
こ
ま
で
あ
る
以
上
、
突
厥
側
か
ら
の
視

点
が
欠
か
せ
な
い
。
羈
縻
支
配
下
の
突
厥
は
、
旧
来
通
り
部
族
ご
と
の
遊
牧

生
活
を
継
続
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
［
章
群
一
九
八
六
、
九
六
頁
］。

し
か
し
、
支
配
者
が
唐
へ
と
移
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
社
会
情
勢
は
大
き
く
変

わ
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
そ
れ
に
伴
う
変
化
が
ど
こ
か
し
ら
に
生
じ
た
と
考
え
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七
九

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
変
化
を
追
う
こ
と
が
、
突
厥
史
の
一
環
と
し
て
羈

縻
支
配
時
代
を
捉
え
る
こ
と
に
つ
な
が
る
は
ず
だ
。

　

さ
ら
に
、
近
年
の
開
発
に
よ
り
中
国
で
多
く
の
突
厥
人
墓
誌
が
発
見
さ
れ

て
お
り
、
年
を
追
う
ご
と
に
史
料
状
況
は
改
善
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
岩

佐
氏
の
時
点
で
は
考
え
も
及
ば
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
墓
誌
の
記
述
か
ら

詳
細
に
有
力
者
個
々
人
の
事
跡
を
追
跡
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
研
究
を
深
化

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
本
稿
で
は
、
突
厥
第
一
可
汗
国
滅
亡
前
後
の

突
厥
有
力
者
の
事
跡
を
、
主
に
石
刻
史
料
を
用
い
て
検
討
し
、
最
初
期
の
突

厥
羈
縻
州
府
の
長
と
な
っ
た
人
々
に
ど
の
よ
う
な
共
通
点
が
あ
る
の
か
を
考

察
す
る
。
こ
の
作
業
を
通
じ
て
、
羈
縻
支
配
を
受
け
た
突
厥
集
団
に
い
か
な

る
変
化
が
生
じ
た
の
か
、
そ
し
て
、
そ
の
変
化
が
起
き
た
の
は
い
か
な
る
理

由
で
あ
っ
た
の
か
を
、
主
に
唐
の
第
二
代
皇
帝
、
太
宗
李
世
民
の
時
代
に
焦

点
を
合
わ
せ
て
論
じ
た
い
。

第
一
章　

唐
の
建
国
と
突
厥

　

最
初
期
の
突
厥
羈
縻
州
府
に
つ
い
て
考
察
す
る
た
め
に
は
、
突
厥
第
一
可

汗
国
と
唐
の
関
係
か
ら
考
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
唐
建
国
以
前
の
隋
の

時
代
に
は
、
第
二
代
煬
帝
の
失
政
に
よ
り
、
大
規
模
な
反
乱
が
全
国
で
発
生

し
た
。
突
厥
は
、
隋
に
対
し
て
臣
属
の
姿
勢
を
取
っ
て
き
た
が
、
隋
が
乱
れ

る
と
争
乱
に
積
極
的
に
介
入
し
て
群
雄
た
ち
を
臣
属
さ
せ
る
に
至
り
、
十
余

り
の
群
雄
が
突
厥
に
服
属
し
、
そ
の
中
に
は
唐
を
建
国
す
る
李
淵
も
含
ま
れ

て
い
た
［
呉
玉
貴
一
九
九
八
、
一
五
一
―
一
五
三
頁
］。
李
淵
は
、
本
拠
地
で

あ
る
太
原
で
起
兵
し
長
安
へ
進
軍
す
る
際
、
突
厥
に
使
者
を
送
り
騎
馬
の
支

援
を
受
け
て
い
る
［『
大
唐
創
業
起
居
注
』
巻
二
（
三
〇
頁
）］。

　

六
一
八
（
義
寧
二
／
武
徳
元
）
年
に
煬
帝
が
殺
害
さ
れ
て
隋
が
滅
亡
す
る

と
、
突
厥
は
唯
一
生
き
残
っ
た
煬
帝
の
孫
、
楊
正
道
を
擁
し
北
中
国
に
直
接

介
入
し
た
た
め
、
唐
と
突
厥
の
関
係
は
悪
化
し
た
［
石
見
一
九
九
八
、
第
Ⅰ

部
第
三
章
］。
そ
こ
で
、
突
厥
の
脅
威
に
対
処
す
る
た
め
、
李
世
民
は
「
玄
武

門
の
変
」
の
ク
ー
デ
タ
を
起
こ
し
て
太
宗
に
即
位
し
［
石
見
一
九
九
八
、
第

Ⅰ
部
第
二
章
］、
政
策
転
換
を
支
持
し
な
い
突
厥
有
力
者
に
離
反
を
う
な
が
し

て
、
突
厥
を
分
裂
状
態
に
陥
ら
せ
た
［
石
見
一
九
九
八
、
九
八
―
一
〇
三
頁
］。

　

さ
ら
に
、
漠
北
で
突
厥
支
配
下
の
ト
ル
コ
系
遊
牧
諸
部
族
（
鉄
勒（

（
（

）
が
、

薛
延
陀
を
中
心
に
反
旗
を
翻
し
、
六
二
八
（
貞
観
二
）
年
に
は
薛
延
陀
可
汗

国
（
六
二
八
～
六
四
七
年
）
が
成
立
し
、
翌
年
に
唐
か
ら
冊
立
を
受
け
る
に

至
っ
た
。
突
厥
の
頡
利
可
汗
は
完
全
に
孤
立
し
、
つ
い
に
唐
の
将
軍
、
李
靖

に
よ
っ
て
本
拠
地
で
あ
る
陰
山
山
脈
南
麓
の
定
襄（

（
（

を
攻
撃
さ
れ
て
敗
走
し
、

途
上
で
捕
ら
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
［『
通
典
』
巻
一
九
七
「
突
厥
上
」（
五
四

一
一
―
五
四
一
二
頁
）］。

　

頡
利
可
汗
が
捕
縛
さ
れ
た
後
、
唐
が
突
厥
遺
民
の
処
理
に
頭
を
抱
え
る
こ

と
に
な
っ
た
の
は
既
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
唐
は
六
三
〇
年
の
時
点
で
、

匈
奴
の
費
也
頭
氏
出
身
で
あ
る
寧
朔
大
使
竇
静
の
指
揮
の
下
、
暫
定
的
に
北

開
・
北
寧
・
北
撫
・
北
安
・
順
の
五
州
（
後
述
す
る
よ
う
に
、
実
は
豊
州
を

加
え
て
六
州
）
を
北
中
国
に
置
き
、
遺
民
の
措
置
を
行
っ
た
［
岩
佐
一
九
三



八
〇

六
、
八
〇
―
八
一
頁
／
石
見

一
九
九
八
、
一
一
九
―
一
二

一
頁
］（
第
一
段
階
。
以
下
の

沿
革
は
図
二
参
照
）。
そ
の

間
に
唐
朝
廷
内
で
の
議
論
が

終
結
し
て
長
城
以
南
に
突
厥

人
を
住
ま
わ
せ
る
こ
と
と
な

り
、
六
三
三
（
貞
観
七
）・
六

三
四
（
貞
観
八
）
年
ご
ろ
に

頡
利
可
汗
の
故
地
定
襄
周
辺

に
定
襄
都
督
府
・
雲
中
都
督

府
を
設
置
し
て
そ
の
治
下
に

六
州
を
置
き
、
北
中
国
で
は

五
州
を
改
変
し
て
順
・
祐
・

化
・
長
の
四
州
（
や
は
り
、

豊
州
を
加
え
て
実
は
五
州
）

を
置
い
た
［
石
見
一
九
九

八
、
一
一
五
―
一
一
九
頁
］

（
第
二
段
階
）。
と
こ
ろ
が
、

唐
の
侍
衛
に
入
っ
て
い
た
突

厥
人
の
中
で
、
第
十
二
代
始

畢
可
汗
の
子
で
あ
る
阿
史
那

結
社
率
が
甥
の
賀
邏
鶻
を
担
い
で
六
三
九
（
貞
観
十
三
）
年
に
太
宗
の
暗
殺

未
遂
事
件
（
九
成
宮
事
件
）
を
起
こ
し
た
た
め
、
唐
は
急
遽
突
厥
遺
民
を
陰

山
の
故
地
に
帰
す
こ
と
に
決
定
し
、
阿
史
那
思
摩
を
可
汗
に
冊
立
し
て
自
治

を
任
せ
、
そ
れ
以
前
に
設
置
し
た
羈
縻
州
府
の
う
ち
、
北
中
国
の
も
の
は
廃

止
す
る
に
い
た
っ
た
［
岩
佐
一
九
三
六
、
八
四
―
八
六
頁
／
石
見
一
九
九
八
、

一
二
一
―
一
二
二
頁
］（
第
三
段
階
）。
し
か
し
、
突
厥
の
可
汗
に
よ
る
自
治

復
活
を
快
く
思
わ
な
い
薛
延
陀
の
攻
撃
を
受
け
、
さ
ら
に
は
突
厥
内
部
の
牧

地
争
い
を
思
摩
に
は
抑
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
六
四
四
（
貞
観

十
八
）
年
に
思
摩
は
可
汗
を
退
位
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
唐
は
六
四
九
（
貞

観
二
十
三
）
年
に
、
改
め
て
突
厥
故
地
に
定
襄
・
雲
中
両
都
督
府
と
十
一
州

を
置
い
て
遊
牧
民
伝
統
の
左
右
翼
体
制
と
し
、
阿
史
徳
氏
と
舎
利
氏
を
両
都

督
と
し
て
統
治
を
任
せ
、
構
成
部
族
ご
と
に
一
州
を
置
い
た
の
で
あ
る
［
石

見
一
九
九
八
、
一
二
三
―
一
三
五
頁
］（
第
四
段
階
）。

　

こ
の
よ
う
な
両
都
督
に
阿
史
徳
氏
と
舎
利
氏
を
起
用
し
、
王
族
で
あ
る
阿

史
那
氏
を
用
い
な
い
第
四
段
階
の
方
策
は
、
反
乱
の
旗
頭
に
な
り
か
ね
な
い

阿
史
那
氏
を
権
力
か
ら
遠
ざ
け
る
た
め
、
唐
が
意
図
的
に
行
っ
た
と
さ
れ
る

［
岩
佐
一
九
三
六
、
八
八
―
八
九
頁
／
護
一
九
六
七
、
二
三
一
―
二
三
二
頁
］。

唐
か
ら
し
て
み
れ
ば
、
阿
史
那
氏
は
突
厥
を
今
一
度
結
束
さ
せ
る
危
険
な
存

在
だ
っ
た
。
実
際
に
、
突
厥
第
二
可
汗
国
建
国
前
の
二
度
の
反
乱
に
お
い
て

は
、
阿
史
那
氏
が
担
ぎ
出
さ
れ
て
反
乱
の
旗
頭
に
な
っ
て
い
る
し
、
唐
側
も

突
厥
第
二
可
汗
国
に
対
し
て
、
頡
利
可
汗
の
曽
孫
の
阿
史
那
感
徳
を
傀
儡
可

汗
に
擁
立
し
て
対
抗
し
て
い
る
の
で
あ
る
［
齊
藤
二
〇
一
一
、
二
五
―
三
一

【図 2 】

北中国

順州　北撫州　北安州　
北開州　北寧州　豊州

不　　明

順州　祐州　化州　長州

豊州

定襄都督府雲中都督府

六　　州

可汗思摩

右　翼

北中国

定襄都督府雲中都督府

五　州 六　州

燕然 (単于 ) 都護府

泥熟
左　翼
忠

頡利故地

北中国 北中国

廃　　止

①暫定措置 ②六州＋五州 ③可汗政権 ④都護府両都督府

廃　　止
寧朔大使竇静

（貞観四～七年） （貞観七・八～十三年） （貞観十三～十八年） （貞観二十三～調露元年ごろ）

頡利故地 頡利故地 頡利故地
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と
こ
ろ
が
、
唐
が
最
初
期
に
置
い
た
第
一
段
階
の
六
州
に
お
い
て
は
、
実

は
阿
史
那
氏
が
多
く
長
で
あ
る
都
督
に
任
命
さ
れ
て
い
る
［
表
一
参
照
］。
で

は
、
な
ぜ
当
初
の
段
階
で
は
阿
史
那
氏
が
都
督
に
就
く
こ
と
が
で
き
た
の
だ

ろ
う
か
。
岩
佐
精
一
郎
氏
は
、
こ
れ
ら
は
「
可
汗
近
親
の
別
部
の
大
帥
」
か
、

「
可
汗
帳
幕
下
の
寵
臣
」
で
あ
り
、
彼
ら
の
任
命
は
「
来
降
の
大
酋
に
対
す
る

顕
賞
に
外
な
ら
ぬ
」
と
述
べ
て
い
る
［
岩
佐
一
九
三
六
、
八
〇
頁
］。
し
か
し

そ
れ
だ
け
で
は
、
数
多
く
い
た
突
厥
来
降
者
の
中
で
、
彼
ら
が
選
ば
れ
た
必

然
性
を
説
明
し
た
と
は
言
え
な
い
。
唐
の
羈
縻
支
配
に
お
い
て
は
、
突
厥
に

対
す
る
羈
縻
州
府
と
は
部
族
単
位
の
集
団
で
あ
り
、
そ
の
長
の
称
号
は
部
族

を
統
率
す
る
部
族
長
に
与
え
ら
れ
て
い
た
［
章
群
一
九
八
六
、
九
六
頁
］。
と

す
れ
ば
、
こ
れ
ら
六
州
の
長
は
、
唐
か
ら
部
族
支
配
の
権
限
を
与
え
ら
れ
た

人
び
と
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
彼
ら
は
、
ど
う
や
っ
て
唐
か
ら
突
厥
集
団
内

に
お
け
る
統
治
の
権
利
を
獲
得
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
次
章
で
は
、
彼
ら
の
事

跡
を
考
察
し
た
い
。

第
二
章　

唐
の
建
国
と
突
厥
有
力
者

　

本
章
で
は
、
最
初
期
に
置
か
れ
た
羈
縻
州
府
の
長
に
つ
い
て
概
観
す
る
。

先
行
研
究
で
は
、
豊
州
都
督
府
が
含
ま
れ
て
い
な
い
が
、
こ
こ
も
長
が
突
厥

人
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
た
め
、
そ
ち
ら
も
見
て
み
た
い
。

①
　
順
州
都
督
・
突
利
可
汗
・
阿
史
那
什
鉢
苾

　

こ
の
人
物
は
始
畢
可
汗
の
長
男
で
あ
り
、
始
畢
の
時
代
に
泥
歩
設シ
ャ
ドに
、
次

の
処
羅
可
汗
の
時
代
に
突
利
可
汗
に
な
り
、
幽
州
の
北
に
所
領
を
持
っ
て
い

【
表
一
】　『
資
治
通
鑑
』
に
見
え
る
貞
観
四
（
六
三
〇
）
年
設
置
の
突
厥
羈
縻
州

衆



八
二

た
［
護
一
九
六
七
、
三
一
八
―
三
二
五
頁
］。
彼
と
唐
と
の
関
わ
り
は
、
高
祖

の
時
代
に
始
ま
っ
て
い
る
。

『
通
典
』
巻
一
九
七
「
辺
防
十
三 

突
厥
上
」（
五
四
一
二
頁
）

突
利
は
初
め
武
德
の
時
よ
り
、
深
く
自
ら
結
託
し
、
太
宗
も
亦
た
恩
義

を
以
て
之
を
撫
せ
ば
、
結
び
て
兄
弟
と
爲
り
、
與と
も

に
盟ち
か

い
て
去
る
。
後

に
頡
利
政
亂
る
る
に
、
驟に
わ

か
に
突
利
に
徵
兵
せ
ん
と
す
る
も
、
突
利
は

之
を
拒
み
て
與
え
ず
。
尋
い
で
頡
利
の
攻
め
る
所
と
爲
り
、
使
を
遣
わ

し
て
來
り
て
師
を
乞
え
ば
、
太
宗
は
因
り
て
將
軍
の
周
範
を
し
て
太
原

に
屯
し
以
て
進
取
を
圖
ら
し
む（

（
（

。

こ
の
よ
う
に
、
突
利
は
高
祖
の
武
徳
年
間
か
ら
唐
と
接
触
を
持
っ
て
い
た
が
、

そ
の
際
に
は
後
の
太
宗
、
李
世
民
と
盟
約
を
結
び
、
義
兄
弟
と
な
っ
た
。
さ

ら
に
、
頡
利
に
離
反
し
て
唐
に
援
軍
を
求
め
る
な
ど
、
唐
と
緊
密
な
関
係
に

あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
李
世
民
と
の
盟
約
関
係
に
基
づ
く
も
の
だ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
彼
は
結
局
、
六
二
九
（
貞
観
三
）
年
に
唐
に
帰
順
し
［『
資
治
通

鑑
』
巻
一
九
三
「
貞
観
三
年
十
二
月
戊
辰
条
」（
六
〇
六
七
頁
）］、
突
厥
が
滅

亡
し
た
六
三
〇
年
に
、
代
州
辺
外
に
置
か
れ
た
順
州
［
岩
佐
一
九
三
六
、
八

二
―
八
三
頁
］
の
都
督
と
な
っ
て
部
衆
を
統
率
す
る
こ
と
と
な
っ
た
［
表
一

参
照
］。

　

と
こ
ろ
が
、
翌
六
三
一
（
貞
観
五
）
年
に
什
鉢
苾
が
急
死
し
た
た
め
、
順

州
都
督
の
地
位
は
息
子
の
賀
邏
鶻
に
継
承
さ
れ
た
。
し
か
し
、
彼
は
結
社
率

と
と
も
に
六
三
九
（
貞
観
十
三
）
年
の
九
成
宮
事
件
に
荷
担
し
た
た
め
、
流

刑
と
な
っ
て
い
る
［『
通
典
』
巻
一
九
七
「
辺
防
十
三 

突
厥
上
」（
五
四
一
二

―
五
四
一
三
頁
）］。
彼
が
反
乱
に
荷
担
し
た
理
由
と
し
て
、『
旧
唐
書
』
巻
三

九
「
地
理
志
二 

河
東
道
代
州
中
都
督
府
条
」（
一
四
八
三
頁
）
に
は
、
事
件

の
前
年
で
あ
る
六
三
八
（
貞
観
十
二
）
年
に
順
州
が
廃
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
順
州
廃
止
が
九
成
宮
事
件
に
つ
な
が
っ
た
可
能
性
が
指
摘

で
き
よ
う
。
こ
の
点
は
次
章
で
詳
述
す
る
。

②
　
北
開
州
都
督
・
阿
史
那
思
摩

　

こ
の
人
物
は
、
第
四
代
他
鉢
可
汗
の
孫
で
あ
り
、
一
九
九
二
年
に
陝
西
省

咸
陽
市
礼
泉
県
で
発
見
さ
れ
た
墓
誌
［「
李
思
摩
墓
誌
」（
氣
賀
澤
編
二
〇
〇

九
、
二
九
二（

（
（

）］
と
、
そ
の
墓
誌
を
用
い
た
鈴
木
宏
節
氏
の
研
究
［
鈴
木
二
〇

〇
五
］
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
不
明
で
あ
っ
た
血
統
や
歴
史
的
役
割
が
明
ら
か

と
な
っ
た
。
そ
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
彼
は
七
世
紀
初
頭
に
は
倶
陸
可
汗
に
な

っ
て
漠
北
の
混
乱
収
拾
に
当
た
っ
た
が
、
間
も
な
く
退
位
し
た
と
い
う
［
鈴

木
二
〇
〇
五
、
四
六
―
四
八
、
五
二
頁
］。
そ
の
後
、
始
畢
か
ら
頡
利
可
汗
の

時
代
に
は
不
遇
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
第
二
代
乙
息
記
可
汗
の
子
孫
で
あ
る

始
畢
以
下
の
可
汗
た
ち
が
、
遠
縁
の
他
鉢
可
汗
の
子
孫
で
あ
る
思
摩
に
対
し

て
、
対
抗
意
識
を
持
っ
て
い
た
た
め
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
て
い
る
［
鈴

木
二
〇
〇
五
、
五
二
頁
］。
そ
れ
ゆ
え
、
思
摩
は
ソ
グ
ド
人
に
顔
つ
き
が
似
て

い
て
混
血
が
疑
わ
れ
る
と
中
傷
さ
れ
た
。
そ
の
せ
い
で
、
彼
は
、
可
汗
に
次

ぐ
高
位
で
あ
る
設
シ
ャ
ドšad

と
な
っ
て
、
自
ら
の
領
民
を
有
し
て
軍
事
力
を
行
使

す
る
権
利
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ず
［
護
一
九
六
七
、
三
五
八
頁
］、
単
に
「
王

子
」
を
意
味
す
る
称
号
で
あ
る
特テ

勤ギ
ンtegin

の
位
［
護
一
九
六
七
、
三
六
五
、
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四
〇
七
頁
／cf. Clauson 1972, p. 483

］
し
か
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
と
い

う
［『
通
典
』
巻
一
九
七
「
辺
防
十
三 

突
厥
上
」（
五
四
一
五
頁
）］。

　

そ
の
思
摩
は
、
武
徳
年
間
に
遣
使
に
よ
っ
て
入
朝
し
て
和
順
郡
王
の
位
を

賜
与
さ
れ
、
突
厥
滅
亡
と
と
も
に
帰
順
し
て
い
る
［『
通
典
』
巻
一
九
七
「
辺

防
十
三 

突
厥
上
」（
五
四
一
五
―
五
四
一
六
頁
）］。
つ
ま
り
、
思
摩
も
①
の

什
鉢
苾
と
同
様
、
突
厥
滅
亡
以
前
か
ら
唐
と
関
係
を
結
ん
で
お
り
、
唐
か
ら

爵
位
を
受
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
際
に
は
、
思
摩
は
即
位
前
の
李
世
民

と
会
見
し
た
よ
う
で
あ
る
。

『
資
治
通
鑑
』
巻
一
九
一
「
唐
紀
七 

武
徳
七
年
八
月
条
」（
五
九
九
二
―

五
九
九
三
頁
）

世
民
は
又
た
突
利
に
説
か
し
む
る
に
利
害
を
以
て
す
れ
ば
、
突
利
は
悦

び
て
命
に
聴し
た
がう

。
頡
利
は
戰
わ
ん
と
欲
す
る
も
、
突
利
は
可き

か
ざ
れ
ば
、

乃
ち
突
利
と
其
の
夾
畢
特テ

勒ギ
ン

の
阿
史
那
思
摩
と
を
遣
わ
し
て
來
り
て
世

民
に
見ま
み

え
し
め
、
和
親
を
請
え
ば
、
世
民
は
之
を
許
す（

（
（

。

上
述
し
た
突
利
可
汗
阿
史
那
什
鉢
苾
と
と
も
に
李
世
民
と
会
見
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
什
鉢
苾
と
同
様
に
思
摩
も
李
世
民
と
盟
約
を
結
ん
だ
可
能
性
が
あ

る
だ
ろ
う
。
や
は
り
、
思
摩
も
武
徳
年
間
か
ら
唐
、
そ
れ
も
李
世
民
と
個
人

的
な
関
係
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

と
は
い
え
、
思
摩
の
帰
順
は
上
述
し
た
よ
う
に
突
厥
滅
亡
時
で
あ
り
、
彼

は
六
三
〇
年
に
北
開
州
都
督
に
任
命
さ
れ
て
い
る
［
図
三
参
照
］。
さ
ら
に
、

六
三
四
（
貞
観
八
）
年
に
羈
縻
州
府
編
成
の
第
二
段
階
で
北
開
州
は
化
州
に

改
称
さ
れ
て
お
り
、
思
摩
は
引
き
続
き
そ
の
長
に
任
命
さ
れ
た
［
岩
佐
一
九

三
六
、
八
二
頁
］。
そ
し
て
、
六
三
九
（
貞
観
十
三
）
年
の
「
九
成
宮
事
件
」

が
起
こ
る
と
、
化
州
が
廃
止
さ
れ
て
思
摩
は
可
汗
に
任
命
さ
れ
、
故
地
で
あ

る
陰
山
周
辺
に
帰
さ
れ
て
突
厥
部
衆
を
統
率
す
る
こ
と
と
な
っ
た
［『
通
典
』

巻
一
九
七
「
辺
防
十
三 

突
厥
上
」（
五
四
一
六
頁
）］。
そ
の
際
に
は
、「
又
た

左
屯
衞
將
軍
の
阿
史
那
忠
を
以
て
左
賢
王
と
爲
し
、
左
武
衞
將
軍
の
阿
史
那

泥
熟
も
て
右
賢
王
と
爲
し
、
以
て
之
に
貳そ

う（
（
（

」［『
通
典
』
巻
一
九
七
「
辺
防

十
三 

突
厥
上
」（
五
四
一
六
頁
）］
と
あ
っ
て
、
阿
史
那
忠
と
阿
史
那
泥
熟
の

二
人
を
遊
牧
民
伝
統
の
両
翼
体
制
に
の
っ
と
り
、
思
摩
を
補
助
す
る
地
位
に

就
け
た
。
こ
の
両
翼
の
二
人
の
う
ち
、
泥
熟
は
他
に
情
報
が
な
く
何
者
か
不

明
で
あ
る
が
、
忠
は
後
述
す
る
よ
う
に
③
―
一
蘇
尼
失
の
息
子
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
思
摩
は
部
衆
を
連
れ
て
故
地
に
帰
っ
た
の
で
あ
る
が
、
漠
北
の

薛
延
陀
に
よ
る
度
重
な
る
攻
撃
に
加
え
、
思
摩
自
身
に
も
部
衆
を
統
率
す
る

能
力
が
不
足
し
て
い
た
た
め
に
、
突
厥
国
内
に
は
混
乱
が
生
じ
、
貞
観
十
八

年（
（
（

に
思
摩
は
退
位
し
た
［
岩
佐
一
九
三
六
、
八
五
―
八
六
頁
／
石
見
一
九
九

八
、
一
二
一
―
一
二
二
頁
］。
そ
し
て
、
彼
は
太
宗
の
高
句
麗
遠
征
に
従
軍
し

た
後
、
羈
縻
州
府
の
長
に
戻
る
こ
と
な
く
六
四
七
（
貞
観
二
十
一
）
年
に
死

去
し
た
の
で
あ
る
［「
李
思
摩
墓
誌
」
一
七
～
一
八
、
二
〇
～
二
一
行
目
］。

③
―
一 

北
寧
州
都
督
・
沙
鉢
羅
設
・
阿
史
那
蘇
尼
失

　

こ
の
人
物
は
血
統
の
記
述
に
混
乱
が
あ
る
も
の
の
、
護
雅
夫
氏
に
よ
っ
て

啓
民
可
汗
の
弟
に
比
定
さ
れ
て
お
り
［
護
一
九
六
七
、
三
一
一
―
三
一
八

頁
］、「
霊
州
の
西
北
」、
お
そ
ら
く
エ
チ
ナ
方
面
に
所
領
を
も
っ
て
い
た
も
の



八
四

と
思
わ
れ
る
［
岩
佐
一
九
三
六
、
七
九
、
一
三
七
頁
、
注
七
］。
彼
の
事
跡
は

息
子
の
忠
と
も
ど
も
短
い
な
が
ら
正
史
に
列
伝
さ
れ
て
い
る
［『
旧
唐
書
』
巻

一
〇
九
（
三
二
九
〇
頁
）
／
『
新
唐
書
』
巻
一
一
〇
（
四
一
一
六
頁
）］。
さ

ら
に
、
忠
に
関
し
て
は
一
九
七
二
年
に
陝
西
省
咸
陽
市
礼
泉
県
か
ら
発
掘
さ

れ
た
墓
誌
［
陝
西
省
文
物
管
理
委
員
会
／
礼
泉
県
昭
陵
文
管
所
一
九
七
七
、

一
三
二
頁
］
と
、
墓
前
に
あ
っ
た
神
道
碑
が
知
ら
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
事

跡
の
お
お
よ
そ
の
部
分
が
わ
か
る
［
cf.
陳
志
謙
二
〇
〇
二
］。
そ
の
忠
の
墓
誌

に
は
、
蘇
尼
失
と
唐
と
の
関
係
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

「
阿
史
那
忠
墓
誌
」
八
～
九
行
目
［
氣
賀
澤
編
二
〇
〇
九
、
一
三
九
六
］

武
徳
の
日
、
元
王
（
＝
蘇
尼
失
）
は
款よ
し
みを
太
宗
と
結
び
、
公
（
＝
忠
）

は
時
に
則
ち
綺（
御
曹
司
）襦た
れ
ば
、
早
く
謁
見
を
蒙
る
。
貞
觀
云こ
こ

に
始
ま
り
、

塞
北
乖
離
す
る
に
及
び
、
公
は
誘
い
て
頡
利
可
汗
を
執と
ら

え
以
て
國
に
歸

せ
ば
、
寵
命
を
加
う
る
を
蒙
り
、
左
屯
衛
将
軍
を
授
か
る（

（
（

。

こ
の
よ
う
に
「
阿
史
那
忠
墓
誌
」
に
よ
れ
ば
、
阿
史
那
蘇
尼
失
は
、
武
徳
年

間
に
即
位
前
の
太
宗
李
世
民
と
友
好
関
係
を
結
ん
で
お
り
、
①
の
什
鉢
苾
の

場
合
と
同
様
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
息
子
の
忠
も
即
位
前
の
李
世
民
と
の
謁
見

を
行
っ
て
お
り
、
六
三
〇
年
に
最
終
的
に
頡
利
可
汗
を
捕
ら
え
た
の
が
忠
で

あ
っ
た（

（（
（

。
彼
ら
親
子
も
什
鉢
苾
と
同
様
、
唐
建
国
直
後
か
ら
李
世
民
を
通
じ

て
唐
と
緊
密
な
関
係
を
保
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
頡
利
捕

縛
後
、
親
子
と
も
ど
も
唐
に
帰
順
し
、
同
年
六
月
に
蘇
尼
失
が
北
寧
州
都
督

に
任
命
さ
れ
て
い
る
［
表
一
参
照
］。
そ
の
後
、
北
寧
州
都
督
府
は
羈
縻
州
府

整
理
の
第
二
段
階
に
い
た
っ
た
六
三
三
（
貞
観
七
）
年
に
長
州
に
改
組
さ
れ
、

同
じ
く
蘇
尼
失
が
長
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
蘇
尼
失
は
翌
年
の
六
三

四
（
貞
観
八
）
年
に
死
去
し
て
い
る
。

③
―
二 

長
州
都
督
・
阿
史
那
忠

　

上
述
の
通
り
、
阿
史
那
蘇
尼
失
の
子
で
あ
る
。
突
厥
滅
亡
時
点
で
は
羈
縻

州
府
の
長
で
は
な
く
、
上
で
引
い
た
よ
う
に
左
屯
衛
将
軍
を
授
与
さ
れ
て
い

る
が
、「
阿
史
那
忠
墓
誌
」（
十
一
行
目
）
に
よ
れ
ば
、「（
貞
観
）
十
一
年
内

に
、
長
州
都
督
を
檢
校
す
（
十
一
年
内
、
檢
校
長
州
都
督
）」
と
あ
っ
て
、
六

三
四
年
の
蘇
尼
失
の
死
後
、
六
三
七
（
貞
観
十
一
）
年
に
忠
が
長
州
都
督
を

検
校
（
＝
代
理
）
の
形
で
引
き
継
い
だ
と
見
ら
れ
る
［
朱
振
宏
二
〇
一
三
、

一
九
八
頁
］。

　

と
こ
ろ
が
、
六
三
九
（
貞
観
十
三
）
年
に
長
州
は
廃
止
さ
れ
る
［『
旧
唐

書
』
巻
三
八
「
地
理
志
一 

関
内
道
夏
州
都
督
府
」（
一
四
一
四
頁
）］。
九
成

宮
事
件
後
の
阿
史
那
思
摩
に
よ
る
可
汗
政
権
発
足
に
伴
う
も
の
で
あ
る
［
岩

佐
一
九
三
六
、
八
四
頁
］。
思
摩
が
可
汗
に
な
っ
た
際
、
忠
は
「
左
賢
王
」
に

就
任
し
て
お
り
［『
通
典
』
巻
一
九
七
「
辺
防
十
三 

突
厥
上
」（
五
四
一
六

頁
）］、
遊
牧
国
家
伝
統
の
左
右
翼
体
制
の
う
ち
、
東
方
左
翼（

（（
（

を
治
め
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
思
摩
政
権
が
六
四
四
（
貞
観
十
八
）
年
に

崩
壊
す
る
と
羈
縻
州
府
の
長
に
は
戻
ら
ず
、
同
年
に
は
タ
リ
ム
盆
地
の
焉
耆

国
征
服
に
従
軍
し
て
西
域
の
慰
撫
を
行
い
、
六
四
五
（
貞
観
十
九
）
年
に
は

夏
州
に
侵
入
し
た
薛
延
陀
を
撃
破
し
て
お
り
、
薛
延
陀
が
滅
亡
し
た
六
四
六

（
貞
観
二
十
）
年
に
は
右
武
衛
大
将
軍
に
就
任
し
て
い
る
［
陳
志
謙
二
〇
〇



突
厥
有
力
者
と
李
世
民

八
五

二
、
七
一
―
七
三
頁
］。
そ
の
後
も
高
宗
の
時
代
ま
で
対
外
戦
争
で
活
躍
し
、

六
六
〇
（
顕
慶
）
年
の
契
丹
討
伐
、
六
六
八
（
総
章
元
）
年
の
吐
蕃
討
伐
な

ど
に
従
軍
し
、
六
七
五
（
上
元
二
）
年
に
六
五
才
で
死
去
し
た
［
陳
志
謙
二

〇
〇
二
、
七
〇
、
七
三
―
七
四
頁
］。
そ
し
て
、
墓
誌
の
記
述
（
三
六
行
目
）

に
よ
れ
ば
、
同
年
中
に
墓
誌
が
作
ら
れ
、
葬
ら
れ
て
い
る
。

④
　
北
撫
州
都
督
・
史
善
應

　

こ
の
人
物
は
近
年
墓
誌
拓
本
が
公
表
さ
れ
た
こ
と
で
に
わ
か
に
注
目
が
高

ま
っ
た
。
墓
誌
自
体
は
西
安
市
長
安
区
か
ら
出
土
し
た
が
、
現
在
、
洛
陽
の

個
人
が
所
蔵
し
て
い
る
と
い
う
［
朱
振
宏
二
〇
一
三
、
一
七
九
頁
］。
こ
れ
ま

で
に
三
本
の
研
究
が
発
表
さ
れ
て
お
り
［
湯
燕
二
〇
一
三
／
朱
振
宏
二
〇
一

三
／
王
慶
衛
二
〇
一
四
］、
そ
れ
ぞ
れ
に
録
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
朱

二
〇
一
三
以
外
は
鮮
明
な
拓
本
写
真
も
掲
載
し
て
い
る
。
こ
の
人
物
は
、
典

籍
中
で
は
北
撫
州
都
督
就
任
の
記
事
［
表
一
参
照
］
以
外
に
全
く
現
れ
な
い
。

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
商
人
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
た
、
ペ
ル
シ
ア
系
の
ソ
グ
ド
人
に

多
い
史
姓
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
突
厥
人
で
は
な
く
ソ
グ
ド
人
で
あ
ろ
う
と
漠

然
と
考
え
ら
れ
て
き
た
［
cf. 

岩
佐
一
九
三
六
、
一
三
七
頁
、
注
十
一
／
森
部

二
〇
一
〇
、
九
八
頁
］。
と
こ
ろ
が
、
墓
誌
の
記
述
に
よ
れ
ば
こ
の
人
物
は
歴

と
し
た
阿
史
那
氏
で
、
祖
父
は
第
六
代
の
沙
鉢
略
可
汗
で
あ
り
、
父
は
隋
に

使
者
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
褥
但
特テ

勤ギ
ン

（
墓
誌
で
は
褥
檀
特
勤
）
だ
っ
た
の
で

あ
る
。
彼
が
史
姓
を
名
乗
っ
て
い
る
こ
と
に
関
し
て
は
、
上
に
挙
げ
た
③
―

二
の
阿
史
那
忠
が
史
姓
を
与
え
ら
れ
て
お
り
［『
旧
唐
書
』
巻
一
〇
九
「
阿
史

那
忠
伝
」（
三
二
九
〇
頁
）］、
同
様
に
史
善
應
も
史
姓
を
与
え
ら
れ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
褥
但
特
勤
は
五
九
一
（
開
皇
十
一
）
年
に
使
者
と
し
て
隋
に

派
遣
さ
れ
て
お
り（

（（
（

、
そ
の
ま
ま
留
ま
っ
て
隋
に
仕
え
た
と
い
う
。
善
應
は
六

〇
一
（
仁
寿
元
）
年
ご
ろ
に
宿
衛
に
入
り
、
煬
帝
の
高
句
麗
遠
征
に
し
た
が

っ
た
後
、
江
都
で
宇
文
化
及
が
煬
帝
を
弑
逆
す
る
と
宇
文
化
及
に
従
っ
て
山

東
に
い
た
る
が
そ
こ
か
ら
離
脱
し
、
六
一
八
（
武
徳
元
）
年
に
唐
に
帰
順
し

た
［
湯
燕
二
〇
一
三
、
五
七
七
頁
］。
唐
と
の
関
わ
り
が
始
ま
る
の
は
そ
の
後

な
の
で
、
以
下
は
墓
誌
の
記
述
を
挙
げ
つ
つ
考
察
し
た
い
。

「
史
善
應
墓
誌
」
一
〇
～
一
二
、
一
四
～
一
五
行
目

（
武
徳
）
三
（
六
二
〇
）
年
、
左
翊
衛
驃
騎
将
軍
に
除
せ
ら
る
。
後
に
皇

上
の
東
夏
を
討
平
す
る
に
従
い
、
恒つ
ね

に
軍
鋒
に
冠
た
り
、
榮
勲
は
第
一

な
れ
ば
、
上
柱
國
を
加
え
、
弓
髙
侯
に
封
ぜ
ら
る
。
…
…
（
中
略
）…
…

貞
観
四
（
六
三
〇
）
年
、
都
督
北
撫
州
諸
軍
事
・
北
撫
州
刺
史
に
除
せ

ら
る
。
十
二
（
六
三
八
）
年
、
追
せ
ら
れ
て
左
衛
将
軍
と
為
る（

（（
（

。

ま
ず
、
注
目
さ
れ
る
の
が
、
唐
建
国
ま
も
な
い
六
二
〇
年
に
、「
皇
上
」
の
指

揮
下
で
「
東
夏
」
討
伐
に
従
軍
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
墓
誌
は
太
宗

治
世
下
の
六
四
三
（
貞
観
十
七
）
年
に
作
成
さ
れ
て
い
る
た
め
、「
皇
上
」
と

は
、
太
宗
即
位
前
で
は
あ
る
も
の
の
李
世
民
を
指
し
て
い
る
。
ま
た
、「
東

夏
」
と
は
一
般
的
に
は
中
国
東
部
を
漠
然
と
指
す
語
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合

は
河
北
の
洺
州
を
拠
点
と
し
た
群
雄
、
竇
建
徳
の
集
団（

（（
（

を
指
す
も
の
と
思
わ

れ
る
。
と
い
う
の
も
、
次
の
史
料
に
あ
る
よ
う
に
、
竇
建
徳
の
名
乗
っ
た
国

号
が
「
夏
」
だ
か
ら
で
あ
る
。



八
六

『
旧
唐
書
』
巻
五
四
「
竇
建
徳
伝
」（
二
二
三
七
―
二
二
三
八
頁
）

宗
城
の
人
の
玄
珪
一
枚
を
獻
ず
る
有
り
。
景
城
丞
の
孔
德
紹
曰
わ
く
、

「
昔
夏
禹
の
籙
を
膺
け
る
に
、
天
は
玄
珪
を
錫
う
。
今
の
瑞
は
禹
と
同
じ

け
れ
ば
、
宜
し
く
夏
國
と
稱
す
べ
し
」
と
。
建
德
之
に
從
う（

（（
（

。

さ
ら
に
、
歴
史
的
な
経
緯
を
み
て
も
、
六
二
一
（
武
徳
四
）
年
五
月
に
李
世

民
率
い
る
唐
軍
が
竇
建
徳
を
撃
破
、
捕
縛
し
て
お
り
［
蕭
錦
華
一
九
九
八
、

九
二
頁
］、
太
宗
の
行
軍
に
従
っ
た
と
記
す
「
史
善
應
墓
誌
」
の
記
述
に
対
応

す
る
。
そ
の
た
め
、「
東
夏
」
は
竇
建
徳
の
集
団
で
あ
る
と
判
断
し
た
い
。
史

善
應
は
李
世
民
の
麾
下
で
河
北
平
定
に
尽
力
し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
墓
誌
で
は
史
善
應
は
突
厥
滅
亡
後
の
六
三
〇
（
貞
観
四
）
年
に

北
撫
州
の
都
督
に
任
命
さ
れ
て
お
り
、
編
纂
史
料
の
記
述
と
合
致
す
る
［
表

一
参
照
］。
さ
ら
に
、
六
三
八
（
貞
観
十
二
）
年
に
は
左
衛
将
軍
に
就
任
し
て

い
る
。
こ
の
際
、
北
撫
州
が
ど
う
な
っ
た
か
墓
誌
か
ら
は
明
ら
か
で
は
な
い

が
、「
呼
び
出
す
」
と
い
う
意
味
の
「
追
」
が
使
わ
れ
て
い
る
の
で
、
実
際
に

長
安
で
入
侍
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
、
上
述
し
た
①
の
順
州
も
ま
た

同
年
に
廃
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
、
廃
止
さ
れ
た
と
考
え
る
べ

き
で
あ
ろ
う（

（（
（

。
そ
の
後
、
史
善
應
は
六
四
二
（
貞
観
十
六
）
年
に
死
去
し
て

お
り
、
史
善
應
の
子
、
史
崇
禮
の
墓
誌
も
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、
彼
が
羈
縻

州
府
の
長
に
就
任
し
た
形
跡
は
な
い
。

⑤
　
北
安
州
都
督
・
康
蘇
（
密
）

　

こ
の
人
物
に
つ
い
て
は
情
報
が
極
め
て
少
な
い
。
表
一
で
挙
げ
た
北
安
州

就
任
の
記
事
を
除
け
ば
、
第
一
可
汗
国
時
代
の
事
跡
を
伝
え
る
記
事
は
次
の

も
の
だ
け
で
あ
る
。

『
通
典
』
巻
一
九
七
「
辺
防
十
三 

突
厥
上
」（
五
四
一
一
頁
）

（
貞
観
）
四
（
六
三
〇
）
年
正
月
、
李
靖
は
進
み
て
惡
陽
嶺
に
屯
し
、
夜

に
定
襄
を
襲
え
ば
、
頡
利
は
驚
擾
し
、
因
り
て
牙
を
磧
口
に
徙
す
。
胡

酋
の
康
蘇
密
等
は
遂
に
隋
の
蕭
后
及
び
楊
政マ
マ

道
を
以ひ
き

い
て
來
降
す（

（（
（

。

こ
の
よ
う
に
、
突
厥
滅
亡
直
前
に
頡
利
可
汗
か
ら
離
反
し
、
隋
の
蕭
皇
后
と

楊
正
道
を
連
れ
て
唐
に
降
伏
し
た
。
蕭
皇
后
と
楊
正
道
は
、
突
厥
に
隋
か
ら

義
城
公
主
が
降
嫁
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
煬
帝
が
殺
害
さ
れ
た
後
に
突
厥

に
庇
護
を
求
め
、
突
厥
は
楊
正
道
を
隋
王
に
擁
立
し
て
唐
と
対
決
し
た
［
石

見
一
九
九
八
、
第
Ⅰ
部
第
三
章
］。
康
蘇
密
は
そ
の
蕭
皇
后
と
楊
正
道
を
唐
に

引
き
渡
し
た
人
物
で
、
唐
代
に
は
ソ
グ
ド
人
だ
け
が
名
乗
る
姓
の
可
能
性
が

高
い
康
姓
で
あ
る
［
福
島
二
〇
〇
五
、
一
五
七
頁
］
た
め
、
ソ
グ
ド
人
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
人
物
に
つ
い
て
、
プ
ー
リ
ィ
ブ
ラ
ン
ク
氏
は
、
突

厥
中
で
ソ
グ
ド
人
集
落
を
統
括
し
て
い
た
だ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
る

［Pulleyblank 1952, pp. 324-325

］。
突
厥
第
一
可
汗
国
で
は
最
初
期
か
ら

ソ
グ
ド
人
集
落
が
存
在
し
て
お
り
、
突
厥
可
汗
の
宮
中
に
も
多
く
の
ソ
グ
ド

人
ブ
レ
イ
ン
が
存
在
し
て
い
た
［
護
一
九
六
七
、
第
一
編
第
二
章
／
cf. 

齊
藤

二
〇
一
四
、
二
二
六
―
二
二
七
頁
］。
森
部
豊
氏
に
よ
れ
ば
、
そ
う
し
た
突
厥

国
内
に
居
住
す
る
ソ
グ
ド
人
の
一
部
は
、
突
厥
の
遊
牧
文
化
を
受
け
入
れ
て

遊
牧
民
化
し
た
「
ソ
グ
ド
系
突
厥
」
で
あ
っ
た
［
森
部
二
〇
一
〇
、
一
〇
八

頁
］。
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こ
の
よ
う
に
、
突
厥
第
一
可
汗
国
に
お
い
て
ソ
グ
ド
人
の
存
在
は
非
常
に

重
要
で
あ
り
、
康
蘇
密
が
北
安
州
の
長
に
任
命
さ
れ
た
の
も
、
突
厥
遺
民
中

の
ソ
グ
ド
人
対
策
の
一
環
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
し
か
し
な

が
ら
、
数
あ
る
ソ
グ
ド
人
有
力
者
の
中
で
な
ぜ
康
蘇
密
が
選
ば
れ
た
の
か
は
、

史
料
か
ら
は
不
明
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

⑥
　
豊
州
都
督
・
史
大
奈

　

豊
州
都
督
府
の
沿
革
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

『
元
和
郡
県
図
志
』
巻
四
「
関
内
道
四 

豊
州
」（
一
一
二
頁
）

貞
觀
四
（
六
三
〇
）
年
、
突
厥
降
附
す
れ
ば
、
又
た
權か

り
に
此こ
こ

に
豐
州

都
督
府
を
置
く
も
、
縣
を
領す

べ
ず
惟
だ
蕃
戸
を
領
ぶ
る
の
み
、
史
大
奈

を
以
て
都
督
と
爲
す
。
十
一
年
、
大
奈
死
す
れ
ば
復
た
府
を
廢
し
、
地

を
以
て
靈
州
に
屬
せ
し
む（

（（
（

。

こ
の
よ
う
に
、
豊
州
都
督
府
は
突
厥
滅
亡
の
際
に
遊
牧
民
を
管
轄
す
る
た
め

に
設
置
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
都
督
に
は
史
大
奈
と
い
う
人
物
が
任
命
さ
れ
て

い
る
。
史
大
奈
に
つ
い
て
は
、
次
の
史
料
に
詳
し
い
記
述
が
あ
る
。

『
通
典
』
巻
一
九
九
「
辺
防
十
五 

突
厥
下
」（
五
四
五
四
頁
）

特テ

勤ギ
ン

の
大
奈
は
、
隋
の
大
業
中
に
曷
薩
那
可
汗
と
同と
も

に
中
國
に
歸
す
。

煬
帝
の
遼
東
を
討
つ
に
從
う
に
及
び
、
功
を
以
て
金
紫
光
祿
大
夫
を
授

か
る
。
後
に
其
の
部
落
を
樓
煩
に
分
か
つ
。
會
た
ま
高
祖
舉
兵
す
る
に
、

大
奈
は
其
の
衆
を
率
い
て
以
て
從
う
。
…
…
（
中
略
）
…
…
武
德
の
初

め
、
太
宗
に
從
い
て
薛
舉
を
討
ち
、
又
た
王
充
・
竇
建
德
・
劉
黑
闥
を

平
ら
ぐ
る
に
從
い
、
並
び
に
殊
功
有
れ
ば
、
宮
女
三
人
、
雜
綵
萬
餘
段

を
賜
わ
る
。
貞
觀
三
（
六
二
九
）
年
、
累
ね
て
右
武
衛
大
將
軍
・
檢
校

豐
州
都
督
に
遷
し
、
竇
國
公
に
封
じ
、
實
封
は
三
百
戶
な
り（

（（
（

。

ま
ず
、
史
大
奈
は
本
史
料
で
は
「
特
勤
」
と
い
う
称
号
を
伴
っ
て
現
れ
る
。

上
で
触
れ
た
よ
う
に
特テ

勤ギ
ンtegin

と
は
、「
王
子
」
を
意
味
す
る
称
号
で
あ
り
、

つ
ま
り
は
王
族
の
阿
史
那
氏
が
帯
び
る
称
号
だ
っ
た
［
護
一
九
六
七
、
三
六

五
、
四
〇
七
頁
／cf. Clauson 1972, p. 483

］。
そ
の
た
め
、
大
奈
は
阿
史

那
氏
出
身
で
あ
る
と
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼
も
、
③
―
阿
史
那
忠
や
、

④
史
全
應
と
同
じ
く
、
史
姓
を
与
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
て
、
豊
州
都
督
府
は
従
来
、
こ
こ
ま
で
検
討
し
て
き
た
羈
縻
州
府
に
含

ん
で
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
六
三
〇
年
の
突
厥
滅
亡
と
ほ
ぼ

同
時
に
設
置
さ
れ
て
い
る
点
と
、
突
厥
の
有
力
者
に
配
下
の
遊
牧
民
を
統
治

さ
せ
て
い
る
点
は
同
じ
で
あ
る
た
め
、
本
稿
で
は
暫
定
的
に
設
置
さ
れ
た
五

州
に
準
じ
る
羈
縻
州
府
と
し
て
扱
う（

（（
（

。

　

史
大
奈
の
帰
順
の
経
緯
で
あ
る
が
、
曷
薩
那
可
汗
な
る
人
物
と
共
に
帰
順

し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
曷
薩
那
可
汗
は
、
本
名
を
達
漫
と
い
い
、
第
一
可

汗
国
第
三
代
木
汗
可
汗
の
曽
孫
に
当
た
る
人
物
で
あ
る
［
大
澤
一
九
九
九
、

三
五
〇
―
三
五
一
頁
］。
彼
の
一
族
は
、
祖
父
・
阿
波
可
汗
の
時
に
モ
ン
ゴ
ル

高
原
の
勢
力
争
い
に
敗
れ
て
、
東
部
天
山
地
域
に
逃
れ
西
突
厥
の
支
配
者
と

な
っ
た
。
父
の
泥
利
可
汗
は
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
昭
蘇
県
小
洪
那
海
に
あ

る
石
人
に
刻
ま
れ
た
ソ
グ
ド
語
銘
文
に
、
ニ
リ
可
汗nry x ’γ’n

と
し
て
現

れ
る
人
物
で
あ
る
［
大
澤
一
九
九
九
、
三
五
〇
頁
］。
そ
し
て
、
シ
ム
ス
・
ウ
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氏
に
よ
る
ソ
グ
ド
語
銘
文
の
解
読
結
果
と
、
漢

籍
の
記
述
と
を
比
較
検
討
し
た
陳
凌
氏
に
よ
れ
ば
、
西
突
厥
の
動
乱
に
よ
っ

て
泥
利
可
汗
は
六
〇
四
（
仁
寿
四
）
年
（
ソ
グ
ド
語
銘
文
で
は
ネ
ズ
ミ
年
）

に
死
去
し
た
と
い
う
［
陳
凌
二
〇
一
三
、
二
八
―
二
九
頁（

（（
（

］。
そ
の
後
、
達
漫

も
泥
撅
処
羅
可
汗
と
し
て
即
位
す
る
が
鉄
勒
な
ど
の
反
乱
に
遭
い
、
つ
い
に

は
六
一
一
（
大
業
七
）
年
に
隋
に
降
っ
て
煬
帝
の
高
句
麗
遠
征
に
従
い
、
功

績
に
よ
っ
て
曷
薩
那
可
汗
に
冊
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
［
大
澤
一
九
九
九
、
三

五
二
―
三
五
三
頁
］。

　

史
大
奈
も
そ
の
達
漫
と
と
と
も
に
入
朝
し
、
同
じ
く
高
句
麗
遠
征
に
参
加

し
て
功
績
を
あ
げ
、
河
東
北
部
の
楼
煩
郡
（
嵐
州
）
で
遊
牧
す
る
こ
と
を
許

可
さ
れ
た（

（（
（

。
そ
の
後
、
唐
の
起
兵
に
参
加
し
、
李
世
民
の
指
揮
下
で
各
地
の

軍
閥
を
平
定
し
、
国
内
統
一
に
功
績
が
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
点
は
、
④
史

善
應
と
同
様
で
あ
る
。
そ
の
功
績
に
よ
っ
て
か
、
六
二
九
（
貞
観
三
）
年
か

六
三
〇
（
貞
観
四
）
年
の
い
ず
れ
か
に
豊
州
都
督
府
の
長
に
任
命
さ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
六
三
七
（
貞
観
十
一
）
年
の
史
大
奈
の
死
去

と
と
も
に
豊
州
都
督
府
は
廃
止
さ
れ
て
し
ま
う
。
子
孫
が
そ
の
地
位
を
世
襲

す
る
よ
う
な
こ
と
は
な
く
、
息
子
の
史
仁
表
は
太
宗
の
娘
を
降
嫁
さ
れ
て
駙

馬
都
尉
と
な
っ
て
は
い
る
［
布
目
一
九
六
八
、
三
四
六
―
三
四
七
頁
］
が
、

豊
州
都
督
の
地
位
に
就
い
た
こ
と
は
確
認
で
き
な
い（

（（
（

。

第
三
章　

太
宗
期
の
突
厥
羈
縻
支
配
の
展
開

第
一
節
　
貞
観
四
年
時
の
羈
縻
州
府
長
の
選
出
基
準

　

前
章
で
は
、
貞
観
四
年
に
突
厥
第
一
可
汗
国
が
滅
亡
し
た
時
点
で
据
え
ら

れ
た
長
た
ち
の
経
歴
を
羅
列
的
に
概
観
し
た
。
そ
の
結
果
、
彼
ら
に
は
明
ら

か
な
共
通
点
が
見
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、
ほ
と
ん
ど
史
料
が
無
い
た
め
不
明
で

あ
る
⑤
康
蘇
密
を
除
き
、
全
員
が
何
ら
か
の
形
で
太
宗
即
位
前
の
李
世
民
と

関
わ
り
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
も
、
二
通
り
の
関
わ
り

方
に
分
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。

（
1
）
突
厥
に
属
し
な
が
ら
、
同
時
に
李
世
民
と
個
人
的
に
会
見
し
、
場
合

に
よ
っ
て
は
盟
約
な
ど
を
結
ぶ
。
①
阿
史
那
什
鉢
苾
、
②
阿
史
那
思
摩
、

③
―
一 

阿
史
那
蘇
尼
失
、
③
―
二 

阿
史
那
忠

（
2
）
李
世
民
の
麾
下
で
従
軍
し
、
群
雄
討
伐
に
参
加
。
④
史
善
應
、
⑥
史

大
奈

　

こ
れ
ら
を
見
れ
ば
、
貞
観
四
年
に
設
置
さ
れ
た
第
一
段
階
の
六
州
の
長
は
、

単
に
突
厥
の
有
力
者
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
の
で
は
な
く
、
李
世
民
と
、
そ
れ

も
即
位
以
前
の
武
徳
年
間
に
直
接
面
会
し
、
関
係
を
取
り
結
ぶ
こ
と
が
で
き

た
も
の
だ
け
が
任
命
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。

　

こ
の
点
、
墓
誌
史
料
だ
け
に
頼
れ
ば
、
偉
大
な
皇
帝
で
あ
る
李
世
民
と
の

関
係
を
あ
え
て
強
調
し
て
書
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
い
う
疑
念
が
湧
く
だ
ろ

う
。
山
下
将
司
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
唐
に
降
っ
た
ト
ル
コ
系
遊
牧
民
は

太
宗
と
の
紐
帯
を
強
調
す
る
傾
向
が
あ
り
、
中
に
は
先
祖
と
太
宗
と
の
虚
偽
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の
紐
帯
を
記
し
た
石
刻
史
料
も
存
在
す
る
［
山
下
二
〇
一
一
、
六
―
七
頁
］

の
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
①
②
⑥
の
事
例
は
漢
籍
史
料
の
記
述
か
ら
李

世
民
と
の
関
係
が
明
ら
か
で
あ
る
し
（
反
対
に
、
②
の
事
例
は
墓
誌
中
に
李

世
民
と
の
関
係
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
）、
④
の
事
例
は
、
墓
誌
だ
け
に
あ
る

情
報
で
は
あ
る
も
の
の
、
従
軍
し
た
事
実
だ
け
が
記
さ
れ
て
い
て
、
李
世
民

と
の
関
係
を
あ
え
て
強
調
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
③
の
両
事
例
の
み
、

墓
誌
に
李
世
民
と
の
関
係
が
強
調
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
情
報
を
利
用
す
る
し

か
な
い
た
め
不
安
が
残
る
。
と
は
い
え
、
唐
代
の
墓
誌
史
料
は
、
歴
史
書
編

纂
の
た
め
に
史
館
に
提
出
す
る
行
状
を
参
考
に
撰
文
さ
れ
た
例
も
あ
る
よ
う

に
、
事
実
に
基
づ
き
な
が
ら
文
飾
を
施
す
の
が
一
般
的
と
考
え
ら
れ
る
［
石

見
二
〇
〇
七
、
一
三
―
二
一
頁
／
石
見
二
〇
〇
八
Ｂ
、
一
一
九
―
一
二
〇

頁
］。
そ
れ
ゆ
え
、
本
人
や
直
近
の
近
親
者
の
具
体
的
な
挿
話
ま
で
す
べ
て
虚

構
で
あ
る
と
断
じ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
③
以
外
の
事
例
も
考
慮
す
れ
ば
こ
の

情
報
は
信
じ
る
に
足
る
だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
第
一
段
階
の
羈
縻
州
府
の
長
た
ち
と
李
世
民
と
の
関
係
は
、

唐
が
降
っ
て
き
た
膨
大
な
突
厥
遺
民
た
ち
を
羈
縻
支
配
す
る
必
要
に
迫
ら
れ

た
際
、
制
度
云
々
よ
り
も
、
ま
ず
は
皇
帝
と
の
直
接
的
な
関
係
を
重
要
視
し

て
人
選
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
こ
で

は
、
早
期
に
関
係
を
取
り
結
ん
で
い
る
、
と
い
う
こ
と
が
特
に
重
要
視
さ
れ

た
。
こ
の
点
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
長
に
任
命
さ
れ
な
か
っ
た
阿

史
那
氏
の
事
跡
と
比
較
す
る
こ
と
で
よ
く
わ
か
る
。
こ
れ
ら
の
事
例
を
示
す

こ
と
が
、
墓
誌
史
料
に
対
す
る
疑
念
を
払
う
一
助
に
も
な
ろ
う
。

　

ま
ず
、
太
宗
期
の
有
力
蕃
将
と
し
て
太
宗
の
陵
墓
で
あ
る
昭
陵
に
陪
葬
さ

れ
、
新
旧
『
唐
書
』
に
列
伝
さ
れ
た
阿
史
那
社
爾
の
事
例
［『
旧
唐
書
』
巻
一

〇
九
（
三
二
八
八
―
三
二
九
〇
頁
）
／
『
新
唐
書
』
一
一
〇
（
四
一
一
四
―

四
一
一
六
頁
）］
を
見
て
み
よ
う
。

　

阿
史
那
社
爾
は
、
第
十
三
代
処
羅
可
汗
の
次
男
で
あ
り
、
六
一
七
（
義
寧

元
）
年
か
六
一
八
（
武
徳
元
）
年
ご
ろ
、
十
一
才
で
漠
北
に
お
い
て
拓
設シ
ャ
ドに

任
命
さ
れ
た
［
護
一
九
六
七
、
三
二
八
頁
］。
と
こ
ろ
が
、
六
二
六
（
武
徳

九
）
年
に
漠
北
で
薛
延
陀
を
は
じ
め
と
す
る
鉄
勒
の
反
乱
が
起
き
た
［
小
野

川
一
九
四
〇
、
二
三
―
二
四
頁
］
た
め
、
阿
史
那
社
爾
は
漠
北
を
追
わ
れ
て

東
部
天
山
方
面
へ
逃
れ
た
が
、
第
一
可
汗
国
が
滅
亡
す
る
と
当
地
で
都
布
可

汗
に
即
位
し
て
独
立
勢
力
を
形
成
し
た
。
最
終
的
に
、
社
爾
が
唐
に
帰
順
し

た
の
は
六
三
六
（
貞
観
十
）
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
［
岑
仲
勉
一
九
五
八
、
二

一
四
頁
］。
そ
し
て
、
帰
順
後
に
は
左
驍
衛
大
将
軍
を
授
か
り
、
数
年
後
に
は

衡
陽
長
公
主
と
婚
姻
し
て
駙
馬
都
尉
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
六
四
〇
（
貞

観
十
四
）
年
に
は
タ
リ
ム
盆
地
の
高
昌
国
討
伐
、
六
四
五
（
貞
観
十
九
）
年

に
は
高
句
麗
討
伐
に
従
軍
し
て
、
つ
い
に
は
昭
陵
に
陪
葬
さ
れ
る
に
い
た
っ

た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
第
一
可
汗
国
末
期
に
は
独
立
勢
力
と
し
て
活
動
し
た
ほ
ど

の
勢
力
を
有
し
た
阿
史
那
社
爾
で
あ
る
が
、
一
方
で
羈
縻
支
配
下
の
突
厥
で

は
羈
縻
州
府
の
支
配
権
限
を
最
後
ま
で
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。
上
述
し
た
よ

う
に
、
羈
縻
州
府
と
は
遊
牧
集
団
で
あ
る
か
ら
、
社
爾
は
遊
牧
集
団
を
率
い

る
権
限
を
、
少
な
く
と
も
表
向
き
に
は
与
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な



九
〇

る
。
さ
ら
に
、
六
三
九
（
貞
観
十
三
）
年
に
成
立
し
た
阿
史
那
思
摩
の
可
汗

政
権
に
も
、
社
爾
は
既
に
帰
順
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
参
加
し
て
い
な

い
。
帰
順
の
遅
か
っ
た
社
爾
は
、
突
厥
集
団
の
支
配
に
は
参
加
で
き
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
唐
代
史
の
文
脈
か
ら
見
れ
ば
、
彼
の
蕃
将
と
し
て
の
活
躍
は

輝
か
し
い
も
の
に
見
え
る
が
、
突
厥
側
か
ら
見
れ
ば
、
彼
は
唐
に
よ
っ
て
突

厥
集
団
内
の
支
配
者
の
立
場
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
た
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

　

次
に
、
処
羅
可
汗
の
長
子
で
、
六
二
九
（
貞
観
三
）
年
に
帰
順
し
た
郁
射

設シ
ャ
ド・

阿
史
那
摸
末
の
場
合
が
似
た
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
摸
末
は
武
徳
中

に
オ
ル
ド
ス
で
群
雄
の
梁
師
都
と
連
携
し
て
勢
力
を
振
る
っ
た
が
、
唐
の
離

間
策
に
応
じ
て
六
二
九
年
に
九
俟イ
ル
キ
ン斤
と
と
も
に
唐
に
降
っ
た
［
護
一
九
六
七
、

三
二
六
―
三
二
七
／
石
見
一
九
九
八
、
一
〇
〇
―
一
〇
一
頁
］。

　

彼
と
そ
の
家
系
に
つ
い
て
は
、
摸
末
本
人
と
子
の
施
、
孫
の
哲
の
三
世
代

に
わ
た
っ
て
墓
誌
が
発
見
さ
れ
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
て
い
る
［
石
見
一
九

九
八
、
第
Ⅱ
部
第
一
章
／
葛
承
雍
二
〇
〇
六
］。
そ
の
結
果
、
摸
末
は
帰
順
後

に
唐
か
ら
可
憐
公
主
を
降
嫁
さ
れ
て
い
る
［
石
見
一
九
九
八
、
二
〇
一
頁
］

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
が
得
た
官
職
は
右
屯
衛
将
軍
の
み
で
あ
り
、
王
号
を

与
え
ら
れ
た
り
羈
縻
州
府
の
長
に
任
命
さ
れ
た
ほ
か
の
有
力
者
に
比
べ
て
、

不
遇
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
［
葛
承
雍
二
〇
〇
六
、
一
四
五
―

一
四
六
頁
］。
そ
こ
で
、
彼
と
太
宗
の
関
係
を
見
て
み
る
と
、
七
二
三
（
開
元

十
一
）
年
に
作
成
さ
れ
た
摸
末
の
子
、
施
の
墓
誌
に
あ
る
次
の
一
文
が
示
唆

的
で
あ
る
。

「
阿
史
那
施
墓
誌
」（
一
〇
～
一
三
行
目
）［
氣
賀
澤
編
二
〇
〇
九
、
二
八

五
八
］

太
宗
は
勅
書
も
て
慰
問
し
て
曰
わ
く
、「
突
厥
の
郁
射
設
・
可
憐
公
主
は

是
れ
朕
の
親
舊
に
し
て
、
情
は
一
家
と
同
じ
。
随
日
の
初
婚
の
時
、
朕

の
家
内
に
在
り
て
禮
を
成
し
、
朕
も
亦
た
親
し
く
見
る
。
此
の
事
を
追

憶
し
、
時
暫
も
忘
る
る
無
し
」
と（

（（
（

。

こ
の
文
章
は
、
施
の
父
で
あ
る
摸
末
が
、
太
宗
か
ら
勅
書
で
慰
問
さ
れ
た
こ

と
を
誇
示
す
る
目
的
で
挿
入
さ
れ
た
に
違
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
勅
書

で
は
、
太
宗
李
世
民
が
郁
射
設
・
摸
末
と
会
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
、
帰

順
後
に
可
憐
公
主
を
降
嫁
し
た
際
の
婚
礼
の
こ
と
が
引
き
合
い
に
出
さ
れ
て

い
る
。
も
し
も
帰
順
以
前
か
ら
太
宗
と
個
人
的
な
つ
な
が
り
が
あ
り
、
な
ん

ら
か
の
功
績
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
帰
順
後
の
、
し
か
も
公
的
な
婚
礼
の
場

で
会
っ
た
、
な
ど
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
あ
え
て
持
ち
出
し
た
り
は
し
な
い

だ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
太
宗
は
そ
の
婚
礼
の
時
に
初
め
て
摸
末
と
会
っ
た
の
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
摸
末
が
、
即
位
前
ど
こ
ろ
か
帰
順
以
前
に
、
李
世
民

と
な
ん
ら
関
係
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
彼
が
唐
で

不
遇
だ
っ
た
の
は
、
早
い
段
階
で
李
世
民
と
関
係
を
取
り
結
ぶ
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
こ
と
に
由
来
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る（

（（
（

。

　

以
上
の
よ
う
に
、
突
厥
滅
亡
直
後
に
お
け
る
暫
定
的
な
羈
縻
州
府
設
置
の

際
に
は
、
即
位
前
か
ら
李
世
民
と
直
接
関
係
を
結
ん
で
い
た
、
言
わ
ば
「
譜

代
」
の
突
厥
有
力
者
が
優
遇
さ
れ
て
羈
縻
州
府
の
長
を
お
そ
ら
く
は
独
占
し
、

対
し
て
、
即
位
後
に
し
か
李
世
民
と
関
係
を
結
ば
（
べ
）
な
か
っ
た
「
外
様
」

の
有
力
者
は
、
羈
縻
州
府
の
支
配
権
限
を
与
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え



突
厥
有
力
者
と
李
世
民

九
一

ら
れ
る（

（（
（

。
こ
の
結
論
に
大
過
な
い
と
す
れ
ば
、
選
出
理
由
が
不
明
で
あ
る
⑤

康
蘇
密
も
、
や
は
り
武
徳
年
間
か
ら
李
世
民
と
何
ら
か
の
関
係
を
持
っ
て
い

た
と
推
測
さ
れ
よ
う
。
李
世
民
に
よ
る
突
厥
有
力
者
の
切
り
崩
し
は
、
彼
が

玄
武
門
の
変
に
よ
る
ク
ー
デ
タ
で
帝
位
に
つ
く
よ
り
も
は
る
か
に
早
く
か
ら
、

多
く
の
有
力
者
に
対
し
て
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

一
方
で
、
突
厥
の
有
力
者
側
も
突
厥
国
内
に
所
属
し
つ
つ
、
李
世
民
と
接

触
を
持
つ
と
い
う
二
重
関
係
が
発
生
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
突
厥
第
一
可
汗

国
滅
亡
以
前
の
そ
う
し
た
関
係
が
、
滅
亡
以
後
の
地
位
を
大
き
く
左
右
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
第
一
可
汗
国
時
代
に
は
王
家
同
士
の
争
い
か

ら
ソ
グ
ド
人
と
の
混
血
と
い
う
中
傷
を
受
け
、
シ
ャ
ド
の
位
で
は
な
く
特
勤

の
位
し
か
持
っ
て
い
な
か
っ
た
思
摩
の
よ
う
な
人
物
で
さ
え
、
唐
支
配
下
で

は
大
き
く
地
位
を
上
げ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

第
二
節
　
太
宗
期
の
羈
縻
支
配

　

こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
点
を
ふ
ま
え
て
、
筆
者
に
よ
る
分
類
の
う
ち
第
一

段
階
か
ら
第
三
段
階
に
あ
た
る
太
宗
期
の
羈
縻
支
配
を
今
一
度
概
括
し
て
み

た
い
。

　

前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
第
一
段
階
の
長
た
ち
は
、
即
位
前
の
太
宗
李
世

民
と
の
直
接
的
な
関
係
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
体
制

の
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
が
、
六
三
九
（
貞
観
十
三
）
年
の
九
成
宮
事

件
で
あ
る
。
こ
の
時
、
①
順
州
都
督
・
什
鉢
苾
の
弟
で
あ
る
結
社
率
の
呼
び

か
け
に
応
じ
、
彼
と
、
什
鉢
苾
の
息
子
で
あ
り
、
順
州
都
督
を
継
承
し
た
は

ず
の
賀
邏
鶻
と
が
太
宗
の
暗
殺
を
企
て
た
こ
と
に
よ
り
、
突
厥
羈
縻
支
配
は

展
開
を
変
え
、
阿
史
那
思
摩
が
可
汗
に
任
命
さ
れ
て
突
厥
は
陰
山
周
辺
の
故

地
へ
と
移
動
す
る
こ
と
と
な
っ
た
［
岩
佐
一
九
三
六
、
八
四
頁
］。

　

こ
の
事
件
に
賀
邏
鶻
が
参
加
し
た
の
は
、
前
年
の
六
三
八
（
貞
観
十
二
）

年
に
順
州
が
廃
止
さ
れ
た
か
ら
と
推
測
し
た
の
は
上
述
の
通
り
で
あ
る
。
さ

ら
に
、
④
史
善
應
の
北
撫
州
も
同
年
に
廃
止
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
③
―
二 

忠
は
そ
の
前
年
に
長
州
都
督
を
継
承
し
て
お
り
、
⑥
史
大
奈
の
豊
州
は
、
同

年
に
大
奈
の
死
去
に
伴
っ
て
廃
止
さ
れ
、
息
子
の
史
仁
表
に
は
継
承
さ
れ
て

い
な
い
。

　

以
上
の
点
か
ら
、
六
三
七
・
六
三
八
年
ご
ろ
に
突
厥
羈
縻
州
府
の
整
理
が
改

め
て
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
突
厥
羈
縻
州
府
の
長
は
、
原
則
と
し
て
所

属
す
る
遊
牧
民
を
統
率
す
る
権
限
を
持
っ
て
い
た
は
ず
な
の
で
、
羈
縻
州
府

の
廃
止
は
既
得
権
益
の
喪
失
を
意
味
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。
六
三
三
（
貞
観

七
）・
六
三
四
（
貞
観
八
）
年
の
第
二
段
階
で
は
基
本
的
に
既
得
権
益
を
維
持

し
た
「
譜
代
」
の
有
力
者
た
ち
の
中
で
も
、
さ
ら
に
選
別
が
行
わ
れ
た
の
で

あ
る（

（（
（

。
そ
し
て
、
権
限
を
失
っ
た
賀
邏
鶻
と
善
應
は
長
安
へ
呼
び
出
さ
れ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
賀
邏
鶻
は
こ
の
待
遇
に
不
満
を
持
っ
た
た
め
、
暗
殺

未
遂
事
件
に
荷
担
し
た（

（（
（

。
す
な
わ
ち
、
彼
ら
唐
の
支
配
下
に
組
み
込
ま
れ
た

突
厥
有
力
者
層
に
と
っ
て
、
羈
縻
州
府
の
長
で
あ
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
な

こ
と
で
あ
り
、
そ
の
権
限
を
奪
わ
れ
る
こ
と
は
反
乱
に
つ
な
が
る
ほ
ど
の
一

大
事
だ
っ
た
と
い
え
る
。

　

さ
て
、「
九
成
宮
事
件
」
に
よ
っ
て
思
摩
の
可
汗
政
権
が
発
足
し
た
わ
け
だ



九
二

が
、
こ
の
政
権
に
は
ま
だ
「
譜
代
」
政
策
の
影
響
が
色
濃
く
見
ら
れ
る
。
そ

も
そ
も
、
可
汗
に
な
っ
た
思
摩
自
身
が
「
譜
代
」
の
有
力
者
で
あ
っ
た
。
さ

ら
に
、
思
摩
を
輔
佐
す
る
形
で
左
賢
王
に
な
っ
た
忠
も
同
じ
く
「
譜
代
」
で

あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
上
述
し
た
よ
う
に
、
思
摩
は
第
一
可
汗
国
時
代

に
は
シ
ャ
ド
に
な
れ
な
か
っ
た
た
め
、
信
頼
の
お
け
る
麾
下
の
兵
が
存
在
し

な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
彼
が
可
汗
と
な
り
独
立
政
権
を
運
営
す
る
の
は
荷

が
重
か
っ
た
だ
ろ
う
。
一
方
、
真
の
実
力
者
と
も
言
え
る
都
布
可
汗
阿
史
那

社
爾
は
、「
外
様
」
だ
っ
た
た
め
に
思
摩
の
可
汗
政
権
に
は
参
加
で
き
な
か
っ

た
。

　

結
局
、
思
摩
は
突
厥
民
衆
の
牧
地
争
い
を
調
停
で
き
ず
、
民
の
離
反
を
招

い
て
退
位
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
第
一
可
汗
国
に
お
け
る
地
位
が
低
く
、
配

下
に
強
力
な
遊
牧
軍
団
が
い
た
と
は
思
え
な
い
思
摩
に
、
国
内
の
支
持
が
集

ま
ら
な
か
っ
た
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
唐
側
の
論
理
で
決
定
さ
れ
た
可
汗
人

事
は
、
突
厥
で
は
通
用
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
太
宗
即
位
前

の
早
い
段
階
で
唐
に
帰
順
し
た
突
厥
人
は
、
突
厥
国
内
で
不
遇
だ
っ
た
ゆ
え

に
唐
に
流
れ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
突
厥
国
内
で
の
「
負
け
組
」
を

統
治
の
リ
ー
ダ
ー
に
据
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
点
に
、
太
宗
期
の
「
譜

代
」
政
策
の
限
界
が
あ
っ
た
と
言
え
よ
う（

（（
（

。

　

そ
こ
で
、
唐
は
六
四
九
（
貞
観
二
十
三
）
年
に
こ
の
体
制
を
一
新
し
、「
譜

代
」・「
外
様
」
に
か
か
わ
ら
ず
阿
史
那
氏
を
羈
縻
支
配
の
権
限
か
ら
遠
ざ
け
、

定
襄
都
督
に
は
阿
史
徳
氏
を
、
雲
中
都
督
に
は
舎
利
氏
を
置
い
て
支
配
を
委

任
し
た
［
岩
佐
一
九
三
六
、
八
六
―
八
九
頁
］
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、

「
譜
代
」
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
は
突
厥
を
管
理
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た

た
め
、
突
厥
内
の
勢
力
図
な
ど
も
考
慮
し
て
、
よ
り
現
実
に
即
し
た
支
配
体

制
に
転
換
し
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
そ
の
際
、
危
険
な
存
在
で
あ
る
王
族

阿
史
那
氏
は
権
力
の
外
に
追
い
や
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う

し
て
、
ほ
ぼ
太
宗
一
代
を
通
じ
て
展
開
し
た
「
譜
代
」
政
策
は
終
わ
り
を
告

げ
、
高
宗
の
時
代
に
入
っ
て
唐
の
突
厥
羈
縻
支
配
体
制
は
完
成
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
、
突
厥
の
羈
縻
支
配
体
制
が
皇
帝
の
治
世
ご
と
に
分
け

て
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
太
宗
期
と
高
宗
期
で
そ
の
性
格
付
け

が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
唐
が
最
初
に
行
っ
た
突
厥
遺
民
措
置
で
あ
る
六
州
の
長
の
事

跡
を
検
討
し
、
な
ぜ
彼
ら
が
長
に
任
命
さ
れ
た
の
か
考
察
し
た
。
そ
の
結
果
、

史
料
の
不
足
か
ら
足
取
り
が
追
え
な
い
康
蘇
密
を
除
く
全
員
が
、
麾
下
に
入

っ
て
群
雄
討
伐
に
従
軍
し
て
い
る
か
、
突
厥
国
内
に
留
ま
り
な
が
ら
唐
と
内

通
し
、
盟
約
な
ど
の
形
で
関
係
を
結
ん
で
い
る
か
、
ど
ち
ら
か
の
形
で
太
宗

即
位
以
前
の
李
世
民
と
接
触
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
彼
ら
「
譜

代
」
の
突
厥
有
力
者
た
ち
は
、
そ
の
後
も
太
宗
期
の
羈
縻
支
配
に
お
い
て
突

厥
集
団
の
統
括
を
任
さ
れ
続
け
、
特
に
阿
史
那
思
摩
、
阿
史
那
忠
、
の
二
名

は
太
宗
期
の
ほ
ぼ
一
代
を
通
じ
て
、
遺
民
集
団
内
で
高
い
地
位
に
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
事
実
は
、
太
宗
期
に
は
羈
縻
州
府
を
編
成
す
る
際
に
、
支
配
を
請

け
負
う
人
間
を
突
厥
側
に
既
存
の
地
位
で
選
定
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
李
世



突
厥
有
力
者
と
李
世
民

九
三

民
と
の
直
接
的
関
係
の
有
無
と
い
う
唐
側
の
論
理
で
決
定
し
て
い
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
体
制
は
太
宗
の
最
晩
年
か
ら
高
宗
期
に
大
き

く
転
換
し
、
単
于
都
護
府
両
都
督
府
体
制
が
整
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
検
討
に
よ
り
、
太
宗
期
の
羈
縻
支
配
下
の
突
厥
で
は
、
支
配
者
側

で
あ
る
唐
（
と
い
う
よ
り
皇
帝
）
の
選
定
に
よ
っ
て
内
部
の
序
列
に
大
き
な

変
化
が
生
じ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
従
来
、
羈
縻
州
府
の
長
は

部
族
長
が
無
条
件
で
任
命
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
が
ち
で
あ
っ
た
が
［
章
群
一

九
八
六
、
九
六
頁
］、
少
な
く
と
も
太
宗
期
の
突
厥
に
関
し
て
は
、
人
為
的
な

介
入
が
行
わ
れ
て
お
り
、
部
族
長
に
よ
る
任
命
体
制
が
整
っ
た
の
は
高
宗
期

以
降
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
高
宗
期
の
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
ら
れ
な
か
っ

た
の
で
、
こ
れ
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　

突
厥
が
太
宗
期
に
こ
の
よ
う
な
措
置
を
受
け
た
の
は
、
や
は
り
そ
の
軍
事

的
な
脅
威
に
加
え
、
漠
南
と
い
う
地
理
的
な
特
徴
が
大
き
な
要
因
で
あ
っ
た

だ
ろ
う
。
石
見
清
裕
氏
は
、
唐
王
朝
の
成
立
と
は
南
モ
ン
ゴ
ル
と
華
北
で
形

成
さ
れ
る
地
域
の
統
一
で
あ
り
、
早
い
段
階
で
突
厥
を
支
配
下
に
置
い
た
こ

と
が
、
唐
の
対
外
的
優
位
を
生
ん
だ
と
指
摘
し
て
い
る
［
石
見
二
〇
〇
八
Ａ
、

六
八
―
六
九
頁
／
石
見
二
〇
一
〇
、
一
三
―
一
四
頁
］。
と
す
れ
ば
、
そ
の

「
統
一
」
を
実
現
す
る
た
め
に
は
突
厥
側
に
既
存
の
支
配
体
制
を
容
認
し
て
こ

と
が
済
む
は
ず
も
な
く
、
唐
は
太
宗
と
の
関
係
に
基
い
て
、
支
配
体
制
を
作

り
変
え
よ
う
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
突
厥
の
支
配
の
重
要
度
が
高
か

っ
た
こ
と
の
証
左
で
あ
ろ
う
。

　

最
後
に
、
今
後
の
課
題
を
述
べ
て
お
き
た
い
。
今
回
は
突
厥
に
お
け
る
羈

縻
州
府
の
み
を
取
り
上
げ
た
が
、
遊
牧
民
に
限
っ
て
み
て
も
彼
ら
だ
け
が
す

べ
て
で
は
な
く
も
ち
ろ
ん
な
く
、
鉄
勒
、
吐
谷
渾
な
ど
の
様
々
な
出
自
の
集

団
が
唐
で
羈
縻
支
配
を
受
け
て
い
た
。
彼
ら
に
対
す
る
羈
縻
支
配
の
展
開
を

考
察
す
る
こ
と
で
、
唐
支
配
下
に
お
け
る
遊
牧
民
の
存
在
形
態
を
よ
り
明
確

に
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

　

ま
た
、
太
宗
と
の
関
係
を
よ
り
深
く
検
討
し
て
い
く
必
要
も
あ
る
。
と
い

う
の
も
、
近
年
、
唐
皇
帝
一
族
を
鮮
卑
系
北
方
遊
牧
民
族
の
系
譜
に
位
置
付

け
、「
中
国
皇
帝
」
と
し
て
の
側
面
の
み
な
ら
ず
、「
タ
ヴ
ガ
チ
可
汗（

（（
（

」
と
し

て
捉
え
、
特
に
「
天
可
汗
」
を
名
乗
っ
た
太
宗
を
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
史
の
視

点
か
ら
見
直
す
こ
と
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
［
森
安
二
〇
〇
七
、
一
六
四
―
一

六
九
頁
］
か
ら
で
あ
る
。
従
来
の
認
識
よ
り
も
早
い
、
即
位
前
の
時
点
か
ら
、

李
世
民
が
突
厥
有
力
者
た
ち
と
積
極
的
に
関
係
を
持
っ
た
こ
と
を
、
今
後
中

央
ユ
ー
ラ
シ
ア
史
の
文
脈
の
中
に
位
置
付
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

加
え
て
、
即
位
前
の
李
世
民
と
突
厥
の
関
係
に
関
連
し
て
、
秦
王
府
で
李

世
民
の
幕
僚
と
し
て
活
躍
し
た
旧
北
斉
系
の
有
力
者
層
と
の
比
較
が
考
え
ら

れ
よ
う
。
彼
ら
は
山
東
の
群
雄
た
ち
を
経
由
し
て
李
世
民
の
も
と
に
結
集
し
、

や
が
て
は
玄
武
門
の
変
に
よ
る
太
宗
即
位
を
支
え
る
ス
タ
ッ
フ
に
な
っ
て
い

っ
た
と
さ
れ
て
い
る
［
山
下
二
〇
〇
三
／
堀
井
二
〇
〇
五
］。
彼
ら
、
太
宗
即

位
前
よ
り
仕
え
る
官
僚
た
ち
へ
の
待
遇
と
、
突
厥
有
力
者
へ
の
待
遇
に
共
通

点
は
あ
る
の
か
。
そ
も
そ
も
、
両
者
を
分
け
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
の
か
ど

う
か
。
こ
れ
ら
の
疑
問
に
応
え
る
こ
と
は
太
宗
政
権
の
性
格
を
考
え
る
上
で

も
重
要
な
作
業
と
な
る
だ
ろ
う
。
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以
上
、
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
側
の
視
点
と
、
中
国
側
の
視
点
の
両
者
か
ら
新

た
な
疑
問
点
が
発
生
し
た
。
こ
れ
ら
の
疑
問
に
対
す
る
答
え
を
求
め
る
こ
と

で
、
唐
支
配
下
の
東
部
ユ
ー
ラ
シ
ア
が
ど
の
よ
う
な
世
界
だ
っ
た
の
か
、
よ

り
明
確
に
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

注（
1
）		

突
厥
羈
縻
州
府
の
沿
革
を
扱
い
、
岩
佐
・
石
見
の
議
論
を
踏
ま
え
て
い
な
い
も

の
は
以
下
の
通
り
。
章
群
一
九
八
六
／
蘇
北
海
一
九
八
七
／
林
幹
一
九
八
八
／
樊

文
礼
一
九
九
〇
／
薛
宗
正
一
九
九
二
／
樊
文
礼
一
九
九
四
／
呉
玉
貴
一
九
九
八
、

第
七
章
（
和
訳　

呉
二
〇
〇
〇
）
／
劉
統
一
九
九
八
／
李
鴻
賓
二
〇
〇
〇
／
艾
衝

二
〇
〇
三
／
王
世
麗
二
〇
〇
六
。
そ
れ
以
外
の
唐
の
羈
縻
支
配
を
総
合
的
に
研
究

し
た
も
の
は
、
本
稿
で
は
割
愛
し
た
。
詳
し
く
は
、
石
見
［
一
九
九
八
、
一
七
四

頁
、
注
一
、
二
］、
王
義
康
［
二
〇
一
三
、
八
八
―
一
〇
六
頁
］
で
紹
介
さ
れ
て
い

る
先
行
研
究
を
参
照
の
こ
と
。

（
2
）		

「
鉄
勒
」
と
は
「
突
厥
」
と
同
じ
ト
ル
コ
系
遊
牧
民
を
指
す
史
料
用
語
で
あ
る

が
、
片
山
章
雄
氏
［
一
九
八
一
、
三
九
―
四
〇
頁
］
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、

「
突
厥
」
と
違
っ
て
「
鉄
勒
」
は
古
代
ト
ル
コ
語
史
料
中
に
対
応
す
る
語
が
な
い
漢

籍
史
料
独
自
の
用
語
で
あ
り
、
突
厥
の
支
配
下
諸
部
族
全
体
を
指
す
中
国
側
か
ら

の
他
称
で
あ
る
点
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
そ
し
て
、
小
野
川
秀
美
氏
が
つ
と
に

指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
［
小
野
川
一
九
四
〇
、
三
六
頁
／
小
野
川
一
九
四
三
、
三

四
三
頁
］、
突
厥
第
二
可
汗
国
期
以
降
「
鉄
勒
」
の
語
は
史
料
中
か
ら
消
滅
す
る
。

実
際
に
、
石
見
清
裕
氏
が
検
討
し
た
七
四
四
（
天
宝
三
）
年
作
成
の
「
契
苾
李
中

郎
墓
誌
」
に
お
い
て
は
、
鉄
勒
諸
部
の
中
の
九
部
族
政
治
連
合
（
ト
ク
ズ=

オ
グ

ズT
oquz O

γuz

）
を
指
し
て
、「
九
姓
鉄
勒
」
で
は
な
く
「
九
姓
突
厥
」
と
呼
ぶ

表
現
が
見
ら
れ
る
［
石
見
一
九
九
八
、
二
一
六
―
二
一
九
頁
］。
こ
の
よ
う
に
、「
鉄

勒
」
の
語
が
史
料
中
で
使
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
後
、「
鉄
勒
」
の
概
念
と
し
て
、
つ

ま
り
は
ト
ル
コ
系
諸
部
族
の
総
称
と
し
て
「
突
厥
」
の
語
が
中
国
側
で
利
用
さ
れ

た
可
能
性
は
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
3
）		

定
襄
は
現
在
の
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
フ
フ
ホ
ト
市
ホ
リ
ン
ゲ
ル
県
の
土
城
子
遺

跡
に
比
定
さ
れ
る
［
齊
藤
二
〇
〇
九
、
二
九
―
三
〇
頁
］。
当
地
は
、
頡
利
可
汗
の

牙
帳
の
所
在
地
で
あ
り
、
羈
縻
支
配
時
代
に
は
定
襄
都
督
府
が
設
置
さ
れ
た
が
、

突
厥
第
二
可
汗
国
が
建
国
さ
れ
る
と
突
厥
の
勢
力
圏
に
入
り
、
突
厥
の
勢
力
が
衰

え
た
七
二
〇
（
開
元
八
）
年
に
唐
が
単
于
都
護
府
を
復
置
し
た
［
石
見
一
九
九
二
、

四
一
二
―
四
一
六
頁
］。

（
4
）		

突
利
初
自
武
德
時
、
深
自
結
託
、
太
宗
亦
以
恩
義
撫
之
、
結
爲
兄
弟
、
與
盟
而

去
。
後
頡
利
政
亂
、
驟
徵
兵
於
突
利
、
突
利
拒
之
不
與
。
尋
爲
頡
利
所
攻
、
遣
使

來
乞
師
、
太
宗
因
令
將
軍
周
範
屯
太
原
以
圖
進
取
。

（
5
）		

唐
代
の
墓
誌
に
つ
い
て
は
網
羅
的
な
目
録
［
氣
賀
澤
編
二
〇
〇
九
］
が
あ
り
、

現
在
知
ら
れ
て
い
る
墓
誌
の
ほ
と
ん
ど
の
拓
本
写
真
・
録
文
の
情
報
は
そ
ち
ら
を

見
れ
ば
知
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
本
稿
で
用
い
た
墓
誌
は
、
採
録
さ
れ
て
い
る

も
の
に
関
し
て
は
目
録
の
資
料
番
号
の
み
提
示
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
筆
者
は
録
文

作
成
時
に
そ
れ
ら
の
拓
本
写
真
・
録
文
を
比
較
検
討
し
て
お
り
、「
阿
史
那
忠
墓

誌
」、「
阿
史
那
忠
碑
」、「
阿
史
那
思
摩
墓
誌
」
に
関
し
て
は
、
大
阪
大
学
文
学
研

究
科
東
洋
史
学
研
究
室
所
蔵
の
拓
本
も
参
照
し
て
い
る
。

（
6
）		

世
民
又
遣
説
突
利
以
利
害
、
突
利
悦
聴
命
。
頡
利
欲
戰
、
突
利
不
可
、
乃
遣
突

利
與
其
夾
畢
特
勒マ

マ

阿
史
那
思
摩
來
見
世
民
、
請
和
親
、
世
民
許
之
。

（
7
）		

又
以
左
屯
衞
將
軍
阿
史
那
忠
爲
左
賢
王
、
左
武
衞
將
軍
阿
史
那
泥
熟
爲
右
賢

王
、
以
貳
之
。

（
8
）		

思
摩
の
退
位
年
に
つ
い
て
、『
通
典
』
や
『
旧
唐
書
』
の
「
突
厥
伝
」
は
十
七
年

と
し
て
お
り
、
岩
佐
［
一
九
三
六
、
八
六
頁
］・
石
見
［
一
九
九
八
、
一
二
二
頁
］

両
氏
は
そ
れ
に
従
っ
て
い
る
が
、
思
摩
墓
誌
の
記
述
に
従
い
、
十
八
年
に
改
め
る

［
cf. 

呉
玉
貴
二
〇
〇
九
、
一
八
三
頁
］。

（
9
）		

武
徳
之
日
、
元
王
結
款
（
改
行
）
太
宗
、
公
時
則
綺
襦
、
早
蒙
謁
見
。
及
貞
觀

云
始
、
塞
北
乖
離
、
公
誘
執
頡
利
可
汗
而
以
歸
國
、
蒙
加
寵
命
、
授
左
屯
衛
将
軍
。

（
10
）		
阿
史
那
忠
が
頡
利
可
汗
を
捕
ら
え
た
こ
と
は
、『
旧
唐
書
』
巻
一
〇
九
「
阿
史
那

蘇
尼
失
伝
」（
三
二
九
〇
頁
）
か
ら
も
確
認
で
き
る
。



突
厥
有
力
者
と
李
世
民

九
五

（
11
）		

突
厥
に
も
遊
牧
民
伝
統
の
統
治
形
態
で
あ
る
左
右
翼
体
制
は
確
認
さ
れ
て
お
り
、

左
翼
は
テ
リ
スT

ölis

、
右
翼
は
タ
ル
ド
ゥ
シ
ュT

arduš

と
突
厥
碑
文
中
で
呼
ば

れ
て
い
る
［
護
一
九
六
七
、
三
二
―
三
九
頁
］。

（
12
）		
『
隋
書
』
巻
八
四
「
突
厥
伝
」（
一
八
七
一
頁
）
に
「
其
の
年
（
＝
開
皇
十
一
（
五

九
一
）
年
）、
其
（
都
藍
可
汗
）
の
母
弟
の
褥
但
特
勤
を
遣
わ
し
て
于コ
ー
タ
ン闐
の
玉
杖
を

獻
ぜ
し
む
れ
ば
、
上
は
褥
但
を
拜
し
て
柱
國
・
康
國
公
と
爲
す
（
其
年
、
遣
其
母

弟
褥
但
特
勤
獻
于
闐
玉
杖
、
上
拜
褥
但
爲
柱
國
・
康
國
公
）」
と
あ
る
。
こ
の
記
事

を
開
皇
十
一
年
と
判
断
す
る
の
は
、
岑
仲
勉
の
説
に
よ
る
［
岑
一
九
五
八
、
六
五

―
六
六
頁
］ 

。

（
13
）		

三
年
、
除
左
翊
衛
驃
騎
将
軍
。
後
従
（
改
行
）
皇
上
討
平
東
夏
、
恒
冠
軍
鋒
、

榮
勲
第
一
、
加
上
柱
國
、
封
弓
髙
侯
。
…
…
（
中
略
）
…
…
貞
観
四
年
、
除
都
督

北
撫
州
諸
軍
事
・
北
撫
州
刺
史
。
十
二
年
、
追
為
左
衛
将
軍
。

（
14
）		

竇
建
徳
集
団
の
性
格
と
歴
史
的
意
義
に
関
し
て
は
、
氣
賀
澤
一
九
七
二
を
参
照

の
こ
と
。

（
15
）		

有
宗
城
人
獻
玄
珪
一
枚
。
景
城
丞
孔
德
紹
曰
、「
昔
夏
禹
膺
籙
、
天
錫
玄
珪
。
今

瑞
與
禹
同
、
宜
稱
夏
國
」。
建
德
從
之
。

（
16
）		

朱
振
宏
［
二
〇
一
三
、
一
九
四
頁
］
は
、
史
善
應
の
子
、
史
崇
禮
の
墓
誌
中
に
、

善
應
の
生
前
の
肩
書
き
と
し
て
「
左
衛
将
軍
」
と
「
北
撫
州
都
督
」
が
併
記
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
根
拠
に
、
史
善
應
が
死
ぬ
ま
で
北
撫
州
は
存
続
し
て
い
た
と
考
え

て
い
る
。
し
か
し
、
同
箇
所
の
肩
書
き
に
は
武
徳
五
（
六
二
二
）
年
に
「
左
衛
」

に
改
称
さ
れ
る
「
左
翊
衛
」［『
唐
会
要
』
巻
七
一
「
十
二
衛
」（
一
五
一
八
頁
）］

の
役
職
で
あ
る
「
左
翊
衛
中
郎
将
」
が
、「
左
衛
将
軍
」
と
併
記
さ
れ
て
い
る
た

め
、
彼
が
生
前
に
帯
び
た
役
職
を
す
べ
て
列
挙
し
た
と
考
え
る
方
が
合
理
的
で
あ

る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
記
事
を
根
拠
に
北
撫
州
が
善
應
の
死
去
ま
で
存
続
し
て
い

た
と
は
言
え
な
い
。

（
17
）		

四
年
正
月
、
李
靖
進
屯
惡
陽
嶺
、
夜
襲
定
襄
、
頡
利
驚
擾
、
因
徙
牙
於
磧
口
。

胡
酋
康
蘇
密
等
遂
以
隋
蕭
后
及
楊
政マ

マ

道
來
降
。

（
18
）		

貞
觀
四
年
、
突
厥
降
附
、
又
權
于
此
置
豐
州
都
督
府
、
不
領
縣
惟
領
蕃
戸
、
以

史
大
奈
爲
都
督
。
十
一
年
、
大
奈
死
復
廢
府
、
以
地
屬
靈
州
。

（
19
）		

特
勤
大
奈
、
隋
大
業
中
與
曷
薩
那
可
汗
同
歸
中
國
。
及
從
煬
帝
討
遼
東
、
以
功

授
金
紫
光
祿
大
夫
。
後
分
其
部
落
於
樓
煩
。
會
高
祖
舉
兵
、
大
奈
率
其
衆
以
從
。

…
…
（
中
略
）
…
…
武
德
初
、
從
太
宗
討
薛
舉
、
又
從
平
王
充
・
竇
建
德
・
劉
黑

闥
、
並
有
殊
功
、
賜
宮
女
三
人
、
雜
綵
萬
餘
段
。
貞
觀
三
年
、
累
遷
右
武
衞
大
將

軍
・
檢
校
豐
州
都
督
、
封
竇
國
公
、
實
封
三
百
戶
。

（
20
）		

こ
の
ほ
か
に
も
、
岩
佐
精
一
郎
氏
が
、
原
州
府
蕭
関
県
に
属
す
銀
州
や
、
塩
州
、

営
州
付
近
の
瑞
州
な
ど
に
も
、
貞
観
初
期
か
ら
突
厥
部
落
が
存
在
し
て
い
た
こ
と

を
指
摘
し
て
い
る
［
岩
佐
一
九
三
六
、
八
三
頁
］
が
、
史
料
の
不
足
に
よ
り
そ
れ

ら
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

（
21
）		

正
確
な
訳
文
は
提
示
し
て
い
な
い
も
の
の
、
吉
田
豊
氏
も
同
じ
く
泥
利
の
死
去

年
を
六
〇
四
年
に
断
定
し
て
い
る
［
吉
田
二
〇
一
一
、
二
頁
］

（
22
）		

前
述
し
た
「
史
善
應
墓
誌
」
で
も
、
や
は
り
七
～
八
行
目
に
「
大
業
五
（
六
〇

九
）
年
、
朝
散
大
夫
を
授
る
。
頻
り
に
煬
帝
の
遼
東
を
征
す
に
従
い
、
累
ね
て
右

光
禄
大
夫
・
右
武
衛
武
牙
郎
将
に
遷
る
（
大
業
五
年
、
授
朝
散
大
夫
。
頻
従
煬
帝

征
遼
東
、
累
遷
右
光
禄
大
夫
・
右
武
衛
武
牙
郎
将
）」
と
あ
っ
て
、
史
善
應
が
煬
帝

に
従
っ
て
高
句
麗
遠
征
に
参
加
し
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
隋
の
軍
中
に
お

け
る
遊
牧
軍
団
の
利
用
に
つ
い
て
は
ま
だ
不
明
な
点
が
多
く
、
今
後
の
課
題
で
あ

る
。

（
23
）		

突
厥
史
の
文
脈
か
ら
は
、
西
突
厥
系
の
阿
史
那
氏
で
あ
る
史
大
奈
を
東
突
厥
の

有
力
者
と
同
列
に
扱
う
こ
と
に
、
問
題
が
な
い
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
、
元
来

東
突
厥
の
木
汗
可
汗
の
子
孫
で
あ
る
泥
撅
処
羅
可
汗
と
と
も
に
投
降
し
て
い
る
た

め
、
彼
も
木
汗
可
汗
の
子
孫
と
見
出
し
う
る
点
な
ど
を
考
慮
し
て
同
列
に
扱
っ
た
。

西
突
厥
で
正
統
阿
史
那
政
権
が
崩
壊
し
、
非
正
統
に
よ
る
十
オ
ン
＝
オ
ク姓O

n O
q

部
族
連
合

が
誕
生
す
る
以
前
に
、
唐
が
突
厥
・
西
突
厥
を
別
の
集
団
と
み
な
し
て
い
た
か
ど

う
か
と
い
う
点
も
含
め
て
、
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
ろ
う
。
西
突
厥
十
姓
の
問
題

に
関
し
て
は
内
藤
一
九
八
八
、
第
二
章
を
参
照
の
こ
と
。

（
24
）		
太
宗
勅
書
慰
問
曰
、「
突
厥
郁
射
設
・
可
憐
公
主
是
朕
親
舊
、
情
同
一
家
。
随
日

初
婚
之
時
、
在
朕
家
内
成
禮
、
朕
亦
親
見
。
追
憶
此
事
、
無
時
暫
忘
」。

（
25
）		

石
見
清
裕
氏
は
、
郁
射
設
阿
史
那
摸
末
の
帰
順
を
突
厥
第
一
可
汗
国
崩
壊
の
一



九
六

例
と
し
て
重
視
し
て
い
る
が
［
石
見
一
九
九
八
、
一
〇
〇
―
一
〇
一
頁
］、
李
世
民

の
突
厥
へ
の
働
き
か
け
は
武
徳
年
間
か
ら
早
く
も
始
ま
っ
て
お
り
、
郁
射
設
は
む

し
ろ
接
触
が
遅
い
例
と
し
て
再
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
26
）		
本
文
中
で
は
阿
史
那
社
爾
と
阿
史
那
摸
末
の
二
者
の
例
を
挙
げ
た
が
、
こ
の
ほ

か
に
典
籍
史
料
や
墓
誌
史
料
か
ら
存
在
が
知
ら
れ
て
い
る
唐
に
降
っ
た
突
厥
有
力

者
と
し
て
、
頡
利
可
汗
の
息
子
で
あ
る
阿
史
那
畳
羅
施
［『
新
唐
書
』
巻
九
三
「
李

靖
伝
」、（
三
八
一
四
頁
）
／
『
新
唐
書
』「
突
厥
伝
上
」、（
六
〇
三
六
頁
）］
や
、

阿
史
那
婆
羅
門
［
氣
賀
澤
編
二
〇
〇
九
、
一
〇
〇
四
〇
］、
頡
利
可
汗
の
孫
の
阿
史

那
伽
那
［
西
安
市
長
安
博
物
館
二
〇
一
一
、
九
八
―
九
九
頁
］
な
ど
が
い
る
。
彼

ら
は
い
ず
れ
も
投
降
以
前
の
唐
と
の
接
触
が
確
認
で
き
ず
、
羈
縻
州
の
長
に
も
任

じ
ら
れ
て
い
な
い
。

（
27
）		

な
ぜ
唐
が
こ
の
両
年
に
羈
縻
州
府
の
整
理
を
行
っ
た
の
か
、
現
時
点
で
は
不
明

で
あ
る
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
28
）		

岩
佐
精
一
郎
氏
は
、
貞
観
十
二
年
の
順
州
廃
止
を
伝
え
る
『
旧
唐
書
』
の
記
述

に
つ
い
て
、
十
三
年
の
誤
り
で
あ
り
、
反
乱
の
結
果
廃
止
さ
れ
た
と
推
測
し
て
い

る
［
岩
佐
一
九
三
六
、
八
四
頁
］
が
、
仮
に
賀
邏
鶻
が
順
州
刺
史
の
地
位
を
認
め

ら
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
あ
え
て
反
乱
を
起
こ
す
必
要
も
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
呉
玉
貴
氏
は
、
賀
邏
鶻
は
名
目
上
は
順
州
都
督
を
継
承
し
た
も
の
の
部
落

に
帰
る
こ
と
を
許
さ
れ
ず
、
太
宗
の
侍
衛
に
留
め
ら
れ
た
た
め
に
不
満
を
い
だ
い

た
と
す
る
［
呉
玉
貴
一
九
九
八
、
二
五
八
頁
］
が
、
部
落
に
帰
れ
な
か
っ
た
理
由

を
説
明
し
て
お
ら
ず
、
順
州
が
廃
止
さ
れ
た
と
考
え
た
方
が
自
然
で
あ
る
。

（
29
）		

思
摩
の
ほ
か
、
隋
の
こ
ろ
に
突
厥
国
内
か
ら
脱
落
し
た
史
善
應
や
史
大
奈
、
頡

利
可
汗
と
不
仲
に
な
り
捕
縛
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
阿
史
那
什
鉢
苾
［『
通
典
』
巻
一

九
七
「
辺
防
十
三 

突
厥
上
」（
五
四
一
二
頁
）］
な
ど
、
ほ
か
の
第
一
段
階
の
羈
縻

州
府
の
長
も
突
厥
国
内
か
ら
脱
落
し
た
人
物
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

（
30
）		

タ
ヴ
ガ
チ
可
汗T

av γač Q
a γan

と
は
、
古
代
ト
ル
コ
語
の
突
厥
碑
文
中
で
隋

唐
を
含
む
北
朝
鮮
卑
系
諸
皇
帝
を
呼
ぶ
名
称
で
あ
り
、「
拓
跋
」
か
ら
転
訛
し
た
表

現
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
タ
ヴ
ガ
チ
と
拓
跋
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
羅
新
二
〇

〇
九
、
五
一
―
五
七
頁
を
参
照
の
こ
と
。
唐
は
拓
跋
氏
出
身
で
は
な
い
の
で
、
唐

を
タ
ヴ
ガ
チ
と
呼
ぶ
の
は
厳
密
な
事
実
を
表
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
北
方
の
突

厥
人
か
ら
す
れ
ば
北
魏
拓
跋
氏
か
ら
連
な
る
北
朝
系
の
諸
帝
室
は
、
十
把
一
絡
げ

に
拓
跋
氏
と
同
類
の
存
在
に
見
え
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
ど
れ
も
同
じ

く
タ
ヴ
ガ
チ
と
呼
ば
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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The Türk Leaders and Li Shimin: 
The Loose-rein Control of Türks during the Taizong Period of Tang

SAITO Shigeo

	 This paper investigates the process by which regional commanders were 
selected during the early period of Tang Chinese “loose-rein” rule over Turkic 
tribes following the defeat of the First Türk Qaghanate 突厥第一可汗国 in 
630. On the basis of this investigation, it demonstrates that the even before Li 
Shimin ascended the throne as Emperor Taizong 太宗, the second Tang 
emperor, these commanders had been selected from among the men who had 
rallied to his support in his campaigns to pacify northern China （Shi Shanying 
史善應, Shi Danai 史大奈）, or from Türks who had become his allies or 
formed other personal relationships with him （Ashina Shibobi 阿史那什鉢苾, 
Ashina Zhong 阿史那忠, Ashina Shimo 阿史那思摩, and Ashina Sunishi 阿史那
蘇尼失）. Only one among them, Kang Sumi 康蘇密, remains a mystery due to 
inadequate historical source materials.
	 This research has confirmed that the loose-rein policy of control of the 
Türks throughout Taizong’s reign was conducted principally by these 
commanders selected at the beginning. But, since a number of these 
individuals had been of low rank or status during the First Türk Qaghanate, 
they were unable to gain the support of the Turkic people, and this system of 
rule collapsed for a time. However, from the reign of Gaozong 高宗 onward, a 
more realistic system of control was initiated, and the loose-reign policy 
attained its most perfected state.




